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(57)【要約】
【課題】同時にＡＤ変換を行う行数に依存することなく
撮影の高速化とＡＦ性能とを両立しうる撮像装置を提供
する。
【解決手段】開示の撮像装置は、複数の画素と、各列に
配された複数の出力線と、出力線にそれぞれ接続された
列ＡＤ変換回路を有するＡＤ変換部と、列ＡＤ変換回路
にそれぞれ接続された保持部を有する第１の記憶部と、
第１の記憶部に保持されている信号を転送する転送部と
、転送部から転送される信号を保持する第２の記憶部と
、第２の記憶部に保持された信号を出力する出力部と、
を有する。複数の画素は、第１光電変換部からの信号に
基づく第１アナログ信号と、第１及び第２光電変換部か
らの信号に基づく第２アナログ信号とを出力し、ＡＤ変
換部は、第１及び第２アナログ信号を第１及び第２デジ
タル信号に変換する。出力部が出力する信号のうち、第
１デジタル信号に対応する信号の数は、複数の出力線か
ら並行して出力される信号の数よりも少ない。
【選択図】図９
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の行及び複数の列をなすように配され、第１の光電変換部及び第２の光電変換部を
各々が有する複数の画素と、
　前記複数の列の各々に少なくとも１つが配され、それぞれが対応する列の画素に接続さ
れた複数の出力線と、
　前記複数の出力線にそれぞれ対応して設けられた複数の列ＡＤ変換回路を有し、前記複
数の出力線の各々から出力されるアナログ信号を並行してデジタル信号に変換するＡＤ変
換部と、
　前記複数の列ＡＤ変換回路にそれぞれ対応して設けられた複数の保持部を有し、前記Ａ
Ｄ変換部で生成された前記デジタル信号を保持する第１の記憶部と、
　前記第１の記憶部に保持されている前記デジタル信号を転送する転送部と、
　前記転送部から転送される前記デジタル信号を保持する第２の記憶部と、
　前記第２の記憶部に保持された前記デジタル信号を外部に出力する出力部と、を有し、
　前記複数の画素の各々は、前記第１の光電変換部からの信号に基づく第１のアナログ信
号と、前記第１の光電変換部及び前記第２の光電変換部からの信号に基づく第２のアナロ
グ信号と、を出力し、
　前記ＡＤ変換部は、前記第１のアナログ信号を第１のデジタル信号に変換し、前記第２
のアナログ信号を第２のデジタル信号に変換するように構成されており、
　前記出力部が出力する前記デジタル信号のうち、前記第１のデジタル信号に対応する信
号の数は、前記複数の出力線から並行して出力される前記第１のアナログ信号の数よりも
少ない
　ことを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記複数の出力線は、各列に２つ以上の第１の数の出力線を含み、
　同じ列に配された前記第１の数の出力線は、対応する列の異なる行に配された前記画素
に接続されている
　ことを特徴とする請求項１記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記出力部は、第２の数の行を単位として前記デジタル信号を同時に出力するように構
成されており、
　前記第１の数は、前記第２の数の整数倍である
　ことを特徴とする請求項２記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記第２の記憶部に保持される複数の前記第１のデジタル信号のうちの一部を選択して
前記出力部に出力する選択部を更に有する
　ことを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項５】
　前記ＡＤ変換部は、前記複数の出力線から並行して出力される複数の前記第１のアナロ
グ信号のうちの一部を前記第１のデジタル信号に変換する
　ことを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項６】
　前記転送部は、前記第１の記憶部が保持する前記第１のデジタル信号の一部を前記第２
の記憶部に転送する
　ことを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項７】
　前記第２の記憶部に保持される複数の前記第１のデジタル信号を、２つ以上の所定の数
ごとに加算して前記出力部に出力する加算部を更に有する
　ことを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項８】
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　前記出力部は、前記複数の出力線から並行して出力される複数の前記第２のアナログ信
号に対応する複数の前記第２のデジタル信号を出力する
　ことを特徴とする請求項１乃至７のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項９】
　カウンタと、前記カウンタのカウント値に応じて前記デジタル信号を読み出すタイミン
グを制御する制御部と、を更に有する
　ことを特徴とする請求項１乃至８のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項１０】
　前記ＡＤ変換部は、
　　第１のＡＤ変換期間に、前記第１のアナログ信号を前記第１のデジタル信号に変換し
て前記第１の記憶部に格納し、
　　前記第１のＡＤ変換期間とは異なる第２のＡＤ変換期間に、前記第２のアナログ信号
を前記第２のデジタル信号に変換して前記第１の記憶部に格納する
　ことを特徴とする請求項１乃至９のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項１１】
　前記第１のデジタル信号は、焦点検出用の信号であり、
　前記第２のデジタル信号は、画像生成用の信号である
　ことを特徴とする請求項１乃至１０のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項１２】
　少なくとも第１の画素と第２の画素を含み、複数の行及び複数の列をなすように配され
た複数の画素と、
　前記第１の画素に接続された第１の出力線と前記第２の画素に接続された第２の出力線
を少なくとも含む複数の出力線と、
　前記第１の出力線に対応して設けられた第１のＡＤ変換回路と、前記第２の出力線に対
応して設けられた第２のＡＤ変換回路とを少なくとも有し、前記第１の出力線から出力さ
れるアナログ信号と前記第２の出力線から出力されるアナログ信号とを並行してデジタル
信号に変換するＡＤ変換部と、
　前記ＡＤ変換部で生成された前記デジタル信号を保持する記憶部と、
　前記記憶部に保持されている前記デジタル信号を転送する転送部と、を有し、
　前記第１の画素と前記第２の画素との各々は、第１の光電変換部及び第２の光電変換部
を含み、
　前記第１の画素と前記第２の画素との各々は、前記第１の光電変換部からの信号に基づ
く第１のアナログ信号と、前記第１の光電変換部及び前記第２の光電変換部からの信号に
基づく第２のアナログ信号と、を出力し、
　前記保持部は、前記第１の画素の前記第１のアナログ信号から変換された第１のデジタ
ル信号と、前記第１の画素の前記第２のアナログ信号から変換された第２のデジタル信号
と、前記第２の画素の前記第１のアナログ信号から変換された第３のデジタル信号と、前
記第２の画素の前記第２のアナログ信号から変換された第４のデジタル信号と、を保持し
、
　前記転送部は、前記第２のデジタル信号と、前記第３のデジタル信号と、前記第４のデ
ジタル信号とを転送し、前記第１のデジタル信号を転送しない
　ことを特徴とする撮像装置。
【請求項１３】
　前記第１のデジタル信号および前記第３のデジタル信号は、焦点検出用の信号であり、
　前記第２のデジタル信号および前記第４のデジタル信号は、画像生成用の信号である
　ことを特徴とする請求項１２に記載の撮像装置。
【請求項１４】
　請求項１乃至１３のいずれか１項に記載の撮像装置と、
　前記撮像装置から出力される信号を処理する信号処理部と
　を有することを特徴とする撮像システム。
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【請求項１５】
　移動体であって、
　請求項１乃至１３のいずれか１項に記載の撮像装置と、
　前記第１のデジタル信号に基づく視差画像から、対象物までの距離情報を取得する距離
情報取得手段と、
　前記距離情報に基づいて前記移動体を制御する制御手段と
　を有することを特徴とする移動体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、撮像装置及び撮像システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　画像生成用の信号と焦点検出用の信号とを取得する機能を備えた撮像装置において、撮
影の高速化が求められている。特許文献１には、焦点検出用の信号を出力する領域を選択
して取得する信号の総数を減らすことにより撮影を高速化する方式が提案されている。特
許文献２には、蓄積時間やアナログ回路の制御に影響が出ないよう、ＡＤ変換の単位毎に
メモリに蓄えられた焦点検出用の信号の出力可否を切り替えることによって、画質と高速
化とを両立する方式が提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１３－２１１８３３号公報
【特許文献２】特開２０１９－０４７２６７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　一般的に、ＡＦ性能は焦点検出用のデータ取得領域の密度が高いほど向上する。しかし
ながら、特許文献２の方式では、ＡＦ用のデータ取得領域の密度が同時にＡＤ変換を行う
行数に依存するため、同時にＡＤ変換を行う行数が多くなるほどにＡＦ用のデータ取得領
域の密度が低くなる。近年、センサの高速化の要請に応じて同時にＡＤ変換される行数が
増加しており、特許文献２の方式ではＡＦ性能が悪化する懸念があった。
【０００５】
　本発明の目的は、同時にＡＤ変換を行う行数に依存することなく撮影の高速化とＡＦ性
能とを両立しうる撮像装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一観点によれば、複数の行及び複数の列をなすように配され、第１の光電変換
部及び第２の光電変換部を各々が有する複数の画素と、前記複数の列の各々に少なくとも
１つが配され、それぞれが対応する列の画素に接続された複数の出力線と、前記複数の出
力線の各々に対応して設けられた複数の列ＡＤ変換回路を有し、前記複数の出力線の各々
から出力されるアナログ信号を並行してデジタル信号に変換するＡＤ変換部と、前記複数
の列ＡＤ変換回路の各々に対応して設けられた複数の保持部を有し、前記ＡＤ変換部で生
成された前記デジタル信号を保持する第１の記憶部と、前記第１の記憶部に保持されてい
る前記デジタル信号を列毎に転送する転送部と、前記転送部から転送される前記デジタル
信号を保持する第２の記憶部と、前記第２の記憶部に保持された前記デジタル信号を外部
に出力する出力部と、を有し、前記複数の画素の各々は、前記第１の光電変換部からの信
号に基づく第１のアナログ信号と、前記第１の光電変換部及び前記第２の光電変換部から
の信号に基づく第２のアナログ信号と、を出力し、前記ＡＤ変換部は、前記第１のアナロ
グ信号を第１のデジタル信号に変換し、前記第２のアナログ信号を第２のデジタル信号に
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変換するように構成されており、前記出力部が出力する前記デジタル信号のうち、前記第
１のデジタル信号に対応する信号の数は、前記複数の出力線から並行して出力される前記
第１のアナログ信号の数よりも少ない撮像装置が提供される。
【０００７】
　また、本発明の他の一観点によれば、少なくとも第１の画素と第２の画素を含み、複数
の行及び複数の列をなすように配された複数の画素と、前記第１の画素に接続された第１
の出力線と前記第２の画素に接続された第２の出力線を少なくとも含む複数の出力線と、
前記第１の出力線に対応して設けられた第１のＡＤ変換回路と、前記第２の出力線に対応
して設けられた第２のＡＤ変換回路とを少なくとも有し、前記第１の出力線から出力され
るアナログ信号と前記第２の出力線から出力されるアナログ信号とを並行してデジタル信
号に変換するＡＤ変換部と、前記ＡＤ変換部で生成された前記デジタル信号を保持する記
憶部と、前記記憶部に保持されている前記デジタル信号を転送する転送部と、を有し、前
記第１の画素と前記第２の画素との各々は、第１の光電変換部及び第２の光電変換部を含
み、前記第１の画素と前記第２の画素との各々は、前記第１の光電変換部からの信号に基
づく第１のアナログ信号と、前記第１の光電変換部及び前記第２の光電変換部からの信号
に基づく第２のアナログ信号と、を出力し、前記保持部は、前記第１の画素の前記第１の
アナログ信号から変換された第１のデジタル信号と、前記第１の画素の前記第２のアナロ
グ信号から変換された第２のデジタル信号と、前記第２の画素の前記第１のアナログ信号
から変換された第３のデジタル信号と、前記第２の画素の前記第２のアナログ信号から変
換された第４のデジタル信号と、を保持し、前記転送部は、前記第２のデジタル信号と、
前記第３のデジタル信号と、前記第４のデジタル信号とを転送し、前記第１のデジタル信
号を転送しない撮像装置が提供される。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、同時にＡＤ変換を行う行数に依存することなく撮影の高速化とＡＦ性
能とを両立することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の第１実施形態による撮像装置の概略構成を示すブロック図である。
【図２】本発明の第１実施形態による撮像装置における画素部及びＡＤ変換部の構成例を
示す概略図である。
【図３】本発明の第１実施形態による撮像装置における画素の構成例を示す等価回路図で
ある。
【図４】本発明の第１実施形態による撮像装置における画素の上面模式図である。
【図５】本発明の第１実施形態による撮像装置における水平転送部の構成例を示す概略図
である。
【図６】本発明の第１実施形態による撮像装置における制御部の構成例を示す概略図であ
る。
【図７】本発明の第１実施形態による撮像装置におけるデータ処理部の構成例を示す概略
図である。
【図８】本発明の第１実施形態による撮像装置の駆動方法を示すタイミングチャート（そ
の１）である。
【図９】本発明の第１実施形態による撮像装置の駆動方法を示すタイミングチャート（そ
の２）である。
【図１０】本発明の第１実施形態による撮像装置の駆動方法を示すタイミングチャート（
その３）である。
【図１１】本発明の第２実施形態による撮像装置におけるデータ処理部の構成例を示す概
略図である。
【図１２】本発明の第２実施形態による撮像装置の駆動方法を示すタイミングチャート（
その１）である。
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【図１３】本発明の第２実施形態による撮像装置の駆動方法を示すタイミングチャート（
その２）である。
【図１４】本発明の第４実施形態による撮像システムの概略構成を示すブロック図である
。
【図１５】本発明の第５実施形態による撮像システム及び移動体の構成例を示す図である
。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　［第１実施形態］
　本発明の第１実施形態による撮像装置について、図１乃至図７を用いて説明する。図１
は、本実施形態による撮像装置の概略構成を示すブロック図である。図２は、本実施形態
による撮像装置における画素部及びＡＤ変換部の構成例を示す概略図である。図３は、本
実施形態による撮像装置における画素の構成例を示す等価回路図である。図４は、本実施
形態による撮像装置における画素の上面模式図である。図５は、本実施形態による撮像装
置における水平転送部の構成例を示す概略図である。図６は、本実施形態による撮像装置
における制御部の構成例を示す概略図である。図７は、本実施形態による撮像装置におけ
るデータ処理部の構成例を示す概略図である。
【００１１】
　本実施形態による撮像装置１は、図１に示すように、制御部１０２と、垂直走査部１０
３と、画素部１０４と、ＡＤ変換部１０５と、水平転送部１０６と、データ処理部１０７
と、信号出力部１０８と、により構成されうる。画素部１０４には、垂直走査部１０３と
、ＡＤ変換部１０５と、が接続されている。ＡＤ変換部１０５には、水平転送部１０６が
接続されている。水平転送部１０６には、データ処理部１０７が接続されている。データ
処理部１０７には、信号出力部１０８が接続されている。垂直走査部１０３、ＡＤ変換部
１０５、水平転送部１０６及びデータ処理部１０７には、制御部１０２が接続されている
。制御部１０２には、撮像装置１とは別の装置のＣＰＵ１０１が接続されている。
【００１２】
　画素部１０４には、各々が光電変換部を含む複数の画素Ｐが複数の行及び複数の列をな
すように２次元状に配列されている。複数の画素Ｐの各々は、光電変換部に入射した光の
量に応じた画素信号を出力するように構成されている。図１には、ｍ列×ｎ行の行列状に
配列された画素Ｐで構成される画素部１０４を示すとともに、各画素の符号Ｐに（列番号
，行番号）で表される座標を付記している。なお、本明細書では、各行の延在する方向（
行方向）を水平方向、各列の延在する方向（列方向）を垂直方向と定義するものとする。
【００１３】
　垂直走査部１０３は、画素Ｐから信号を読み出す際に画素Ｐ内の読み出し回路を駆動す
るための制御信号を、画素アレイの各行に設けられた不図示の制御線を介して行単位で画
素Ｐに供給する制御回路部である。垂直走査部１０３は、シフトレジスタやアドレスデコ
ーダを用いて構成されうる。
【００１４】
　ＡＤ変換部１０５は、画素部１０４の画素Ｐから不図示の出力線を介して出力される画
素信号に対して、列並列でアナログデジタル（ＡＤ）変換処理を行う処理回路部である。
【００１５】
　水平転送部１０６は、ＡＤ変換部１０５においてデジタルデータに変換された画素信号
を、列毎に順次データ処理部１０７へと転送する制御回路部である。水平転送部１０６は
、シフトレジスタやアドレスデコーダを用いて構成されうる。
【００１６】
　データ処理部１０７は、水平転送部１０６から転送されるデジタルデータに対して所定
の処理、例えばデジタル相関二重サンプリング（ＣＤＳ）処理や増幅処理を行う処理回路
部である。
【００１７】
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　信号出力部１０８は、データ処理部１０７から転送されるデジタルデータを、所望のプ
ロトコルに準拠した信号として撮像装置１の外部へと出力する出力回路である。信号出力
部１０８は、例えばＬＶＤＳ（Low Voltage Differential Signaling）等の外部インター
フェースを含みうる。
【００１８】
　制御部１０２は、ＣＰＵ１０１からの同期信号や通信を受け、垂直走査部１０３、ＡＤ
変換部１０５、水平転送部１０６及びデータ処理部１０７に、これらの動作やそのタイミ
ングを制御する制御信号を供給する制御回路部である。
【００１９】
　画素部１０４の各列には、例えば図２に示すように、列方向に延在するように配された
垂直出力線２０２が設けられている。各列の垂直出力線２０２は、所定の本数の信号線を
含む。図２には、各列の垂直出力線２０２が６本の信号線を含む場合の例を示しているが
、各列の垂直出力線２０２が含む信号線の本数は特に限定されるものではない。また、図
２では、垂直出力線２０２を構成する信号線を、ｃＭ＿ｖｌ＃で表される符号により区別
している。ここで、Ｍは列番号を表し、＃は各列の６本の信号線に対応する１～６の番号
を表している。例えば、１列目の画素Ｐに接続される信号線は、信号線ｃ１＿ｖｌ１～ｃ
１＿ｖｌ６である。また、ｍ列目の画素Ｐに接続される信号線は、ｃｍ＿ｖｌ１～ｃｍ＿
ｖｌ６である。
【００２０】
　各列に配された画素Ｐは、当該列に配された信号線ｃＭ＿ｖｌ＃のうちの何れかに接続
されている。図２では、各列に配された信号線ｃＭ＿ｖｌ＃の本数に対応して、６行毎に
周期的に、画素Ｐが接続される信号線ｃＭ＿ｖｌ＃が定められている。例えば、第１列第
１行に配された画素Ｐは、信号線ｃ１＿ｖｌ１に接続されている。また、第２列第５行に
配された画素Ｐは、信号線ｃ２＿ｖｌ５に接続されている。また、第ｍ列第９行に配され
た画素Ｐは、信号線ｃｍ＿ｖｌ３に接続されている。なお、信号線ｃＭ＿ｖｌ＃の各々は
、ＡＤ変換部１０５に接続されるとともに、不図示の定電流源に接続されている。
【００２１】
　ＡＤ変換部１０５は、例えば図２に示すように、垂直出力線２０２を構成する信号線ｃ
Ｍ＿ｖｌ＃の本数に対応する数の列ＡＤコンバータ２０３及び保持部２０４を各列に有す
る。図２の例では、各列の垂直出力線２０２を構成する６本の信号線ｃＭ＿ｖｌ＃に対応
して、各列にそれぞれ６個の列ＡＤコンバータ２０３及び保持部２０４が配されている。
信号線ｃＭ＿ｖｌ＃の各々には、列ＡＤコンバータ２０３が接続されている。また、列Ａ
Ｄコンバータ２０３の各々には、保持部２０４が接続されている。
【００２２】
　列ＡＤコンバータ２０３は、信号線ｃＭ＿ｖｌ＃を介して画素Ｐから出力されるアナロ
グ信号である画素信号をＡＤ変換し、画素信号のデジタルデータを保持部２０４に出力す
る列ＡＤ変換回路である。ＡＤ変換部１０５を構成する複数の列ＡＤコンバータ２０３は
、垂直出力線２０２を構成する信号線の各々から出力されるアナログ信号を並行してデジ
タル信号に変換する。保持部２０４は、列ＡＤコンバータ２０３で生成されたデジタルデ
ータをビット毎に保持する記憶部である。保持部２０４は、水平転送部１０６からの制御
信号に応じて、保持するデジタルデータをデータ処理部１０７に転送する。図２には、信
号線ｃＭ＿ｖｌ＃から出力される画素信号をＡＤ変換したデジタルデータをａｄｏｕｔ＿
ｃＭ＿ｖｌ＃のように表している。デジタルデータａｄｏｕｔ＿ｃＭ＿ｖｌ＃は、複数ビ
ットの出力信号である。
【００２３】
　各々の画素Ｐは、例えば図３に示すように、光電変換部ＰＤＡ，ＰＤＢと、転送トラン
ジスタＭ１Ａ，Ｍ１Ｂと、リセットトランジスタＭ２と、増幅トランジスタＭ３と、選択
トランジスタＭ４と、により構成されうる。
【００２４】
　光電変換部ＰＤＡ，ＰＤＢは、例えばフォトダイオードやフォトゲートなどの光電変換
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素子により構成されうる。ここでは光電変換部ＰＤＡ，ＰＤＢがフォトダイオードにより
構成されている場合を想定する。光電変換部ＰＤＡを構成するフォトダイオードは、アノ
ードが接地ノードに接続され、カソードが転送トランジスタＭ１Ａのソースに接続されて
いる。光電変換部ＰＤＢを構成するフォトダイオードは、アノードが接地ノードに接続さ
れ、カソードが転送トランジスタＭ１Ｂのソースに接続されている。転送トランジスタＭ
１Ａのドレイン及び転送トランジスタＭ１Ｂのドレインは、リセットトランジスタＭ２の
ソース及び増幅トランジスタＭ３のゲートに接続されている。転送トランジスタＭ１Ａの
ドレインと、転送トランジスタＭ１Ｂのドレインと、リセットトランジスタＭ２のソース
と、増幅トランジスタＭ３のゲートとの接続ノードは、浮遊拡散部ＦＤである。リセット
トランジスタＭ２のドレイン及び増幅トランジスタＭ３のドレインは、電源電圧ノード（
電圧ＶＤＤ）に接続されている。増幅トランジスタＭ３のソースは、選択トランジスタＭ
４のドレインに接続されている。選択トランジスタＭ４のソースは、信号線ｃＭ＿ｖｌ＃
に接続されている。
【００２５】
　図３に示す画素構成の場合、垂直走査部１０３から画素部１０４に配された各行の制御
線は、転送トランジスタＭ１Ａのゲートに接続された転送ゲート信号線と、転送トランジ
スタＭ１Ｂのゲートに接続された転送ゲート信号線と、を含む。また、各行の制御線は、
リセットトランジスタＭ２のゲートに接続されたリセット信号線と、選択トランジスタＭ
４のゲートに接続された選択信号線と、を更に含む。
【００２６】
　第Ｎ行に配された画素Ｐには、垂直走査部１０３から、制御信号ＰＴＸＡ（Ｎ），ＰＴ
ＸＢ（Ｎ），ＰＲＥＳ（Ｎ），ＰＳＥＬ（Ｎ）が供給される。制御信号ＰＴＸＡ（Ｎ）は
、第Ｎ行の画素Ｐの転送トランジスタＭ１Ａのゲートに供給される制御信号である。制御
信号ＰＴＸＢ（Ｎ）は、第Ｎ行の画素Ｐの転送トランジスタＭ１Ｂのゲートに供給される
制御信号である。制御信号ＰＲＥＳ（Ｎ）は、第Ｎ行の画素ＰのリセットトランジスタＭ
２のゲートに供給される制御信号である。制御信号ＰＳＥＬ（Ｎ）は、第Ｎ行の画素Ｐの
選択トランジスタＭ４のゲートに供給される制御信号である。同一行の画素Ｐに対しては
、共通の制御信号が垂直走査部１０３から供給される。各トランジスタがＮ型トランジス
タで構成される場合、垂直走査部１０３からハイレベルの制御信号が供給されると対応す
るトランジスタがオンとなり、垂直走査部１０３からローレベルの制御信号が供給される
と対応するトランジスタがオフとなる。
【００２７】
　光電変換部ＰＤＡ，ＰＤＢは、入射光をその光量に応じた量の電荷に変換（光電変換）
するとともに、生じた電荷を蓄積する。転送トランジスタＭ１Ａは、オンになることによ
り光電変換部ＰＤＡが保持する電荷を浮遊拡散部ＦＤに転送する。転送トランジスタＭ１
Ｂは、オンになることにより光電変換部ＰＤＢが保持する電荷を浮遊拡散部ＦＤに転送す
る。浮遊拡散部ＦＤは容量成分を有しており、光電変換部ＰＤＡ，ＰＤＢから転送された
電荷を保持するとともに、その容量による電荷電圧変換によって浮遊拡散部ＦＤの電位を
電荷の量に応じた電位に設定する。増幅トランジスタＭ３は、ドレインに電源電圧が供給
され、ソースに信号線ｃＭ＿ｖｌ＃及び選択トランジスタＭ４を介して不図示の電流源か
らバイアス電流が供給される構成となっており、ゲートを入力ノードとするソースフォロ
ワ回路（増幅部）を構成する。これにより増幅トランジスタＭ３は、浮遊拡散部ＦＤの電
位に基づく信号を、選択トランジスタＭ４を介して信号線ｃＭ＿ｖｌ＃に出力する。リセ
ットトランジスタＭ２は、オンになることにより浮遊拡散部ＦＤを電源電圧に応じた電位
にリセットする。選択トランジスタＭ４は、増幅トランジスタＭ３と信号線ｃＭ＿ｖｌ＃
との接続の切り替えを行う。
【００２８】
　また、１つの画素Ｐを構成する光電変換部ＰＤＡと光電変換部ＰＤＢとは、例えば図４
に示すように、１つのマイクロレンズ３１８を共有している。別の言い方をすると、光電
変換部ＰＤＡと光電変換部ＰＤＢとは、撮像光学系に入射した光のうち互いに異なる瞳領
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域を通過した光を受光するように構成されている。このように構成することで、光電変換
部ＰＤＡで生成された電荷に基づく信号と、光電変換部ＰＤＢで生成された電荷に基づく
信号とを、位相差検出用の信号として利用することができる。
【００２９】
　水平転送部１０６は、例えば図５に示すように、複数のスリーステートバッファ４０１
と、水平転送線４０２と、水平走査部４０３と、により構成されうる。
【００３０】
　複数のスリーステートバッファ４０１は、ＡＤ変換部１０５の複数の保持部２０４に対
応して設けられている。複数のスリーステートバッファ４０１の各々は、入力ノードと、
出力ノードと、ゲートノードと、を有する。スリーステートバッファ４０１の入力ノード
は、対応する保持部２０４に接続されている。
【００３１】
　複数のスリーステートバッファ４０１は、列毎にグループを構成している。１つのグル
ープに含まれるスリーステートバッファ４０１のゲートノードには、水平走査部４０３か
ら共通の制御信号が供給されるようになっている。図５の例では、１つの列に対応する信
号線ｃＭ＿ｖｌ＃、列ＡＤコンバータ２０３或いは保持部２０４の数に対応する６個のス
リーステートバッファ４０１が、１つのグループを構成している。
【００３２】
　水平転送線４０２は、１つの列に対応する信号線ｃＭ＿ｖｌ＃、列ＡＤコンバータ２０
３、保持部２０４或いはスリーステートバッファ４０１の数に応じた複数の信号線により
構成されている。１つのグループを構成するスリーステートバッファ４０１の出力ノード
は、互いに異なる信号線に接続されている。図５の例では、水平転送線４０２は、１つの
列に対応する信号線ｃＭ＿ｖｌ＃、列ＡＤコンバータ２０３、保持部２０４或いはスリー
ステートバッファ４０１の数に対応する６本の信号線により構成されている。
【００３３】
　スリーステートバッファ４０１は、ゲートノードに供給される制御信号に応じて、「入
力信号をそのまま出力する」或いは「信号を出力しない（ハイインピーダンス状態）」を
選択することができる。
【００３４】
　このように、本実施形態においては、１つの列に対応する信号線ｃＭ＿ｖｌ＃、列ＡＤ
コンバータ２０３或いは保持部２０４の数に対応して、水平転送線４０２は６ｃｈの信号
線で構成されている。これにより、デジタルデータａｄｏｕｔ＿ｃＭ＿ｖｌ１は、スリー
ステートバッファ４０１を介して水平転送線４０２の信号線からデータｃｈ＿ｖｌ１とし
て出力される。また、デジタルデータａｄｏｕｔ＿ｃＭ＿ｖｌ２は、スリーステートバッ
ファ４０１を介して水平転送線４０２の信号線からデータｃｈ＿ｖｌ２として出力される
。デジタルデータａｄｏｕｔ＿ｃＭ＿ｖｌ３，ａｄｏｕｔ＿ｃＭ＿ｖｌ４，ａｄｏｕｔ＿
ｃＭ＿ｖｌ５，ａｄｏｕｔ＿ｃＭ＿ｖｌ６についても同様である。
【００３５】
　制御部１０２は、例えば図６に示すように、レジスタ制御部５０１と、タイミング制御
カウンタ５０２，５０４と、制御信号生成部５０３，５０５と、により構成されうる。レ
ジスタ制御部５０１は、ＣＰＵ１０１及び制御信号生成部５０３，５０５に接続されてい
る。タイミング制御カウンタ５０２は、ＣＰＵ１０１及び制御信号生成部５０３に接続さ
れている。制御信号生成部５０３は、タイミング制御カウンタ５０４に接続されている。
タイミング制御カウンタ５０４は、制御信号生成部５０５に接続されている。
【００３６】
　レジスタ制御部５０１は、ＣＰＵ１０１との間の通信によって設定される各種設定値を
保持する。レジスタ制御部５０１は、制御信号生成部５０３に、ＡＤ変換部タイミング設
定値及び水平転送部タイミング設定値を出力する。また、レジスタ制御部５０１は、制御
信号生成部５０５に、データ処理部タイミング設定値を出力する。
【００３７】
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　タイミング制御カウンタ５０２は、ＣＰＵ１０１やＣＰＵ１０１による制御のもとでタ
イミング信号を生成するタイミング信号生成部から供給される水平同期信号ＨＤをトリガ
としてカウント動作を行い、制御信号生成部５０３にカウント値を出力する。
【００３８】
　制御信号生成部５０３は、ＡＤ変換部タイミング設定値及びタイミング制御カウンタ５
０２から供給されるカウント値を基準としてＡＤ変換部制御信号を生成し、ＡＤ変換部１
０５に供給する。また、制御信号生成部５０３は、水平転送部タイミング設定値及びタイ
ミング制御カウンタ５０２から供給されるカウント値を基準として水平転送部制御信号を
生成し、水平転送部１０６に供給する。
【００３９】
　タイミング制御カウンタ５０４は、タイミング制御カウンタ５０２から供給されるカウ
ント値をもとに生成されるタイミングをトリガとしてカウント動作を行い、制御信号生成
部５０５にカウント値を出力する。
【００４０】
　制御信号生成部５０５は、データ処理部タイミング設定値及びタイミング制御カウンタ
５０４から供給されるカウント値を基準としてデータ処理部制御信号を生成し、データ処
理部１０７に供給する。データ処理部制御信号には、読み出しデータ選択信号が含まれる
。読み出しデータ選択信号は、タイミング制御カウンタ５０４から供給されるカウント値
が設定値ｃｎｔ＿ｏｐ（ｐは１以上６以下の整数）となるタイミングで切り替わり、読み
出すデータを選択するために用いられる。読み出しデータ選択信号の値は、データ処理部
１０７の設定値ｃｎｔ＿ｏ１，ｃｎｔ＿ｏ２，ｃｎｔ＿ｏ３，ｃｎｔ＿ｏ４，ｃｎｔ＿ｏ
５，ｃｎｔ＿ｏ６に対して、それぞれ異なる値となるように割り当てる。本実施形態では
、設定値ｃｎｔ＿ｏ１に対して１、設定値ｃｎｔ＿ｏ２に対して２、設定値ｃｎｔ＿ｏ３
に対して３、設定値ｃｎｔ＿ｏ４に対して４、設定値ｃｎｔ＿ｏ５に対して５、設定値ｃ
ｎｔ＿ｏ６に対して６を割り当てるものとする。
【００４１】
　データ処理部１０７は、例えば図７に示すように、画像生成データ用記憶部６０１と、
焦点検出データ用記憶部６０２と、読み出し行選択部６０３，６０４と、演算部６０５と
、により構成されうる。
【００４２】
　画像生成データ用記憶部６０１は、同時にＡＤ変換を行う行数に対応する数の保持部Ｓ
２＿ｖｌ１～Ｓ２＿ｖｌ６を有する。焦点検出データ用記憶部６０２は、同時にＡＤ変換
を行う行数に対応する数の保持部Ｓ１＿ｖｌ１～Ｓ１＿ｖｌ６を有する。画像生成データ
用記憶部６０１の保持部Ｓ２＿ｖｌ１，Ｓ２＿ｖｌ３，Ｓ２＿ｖｌ５及び焦点検出データ
用記憶部６０２の保持部Ｓ１＿ｖｌ１，Ｓ１＿ｖｌ３，Ｓ１＿ｖｌ５は、読み出し行選択
部６０３に接続されている。画像生成データ用記憶部６０１の保持部Ｓ２＿ｖｌ２，Ｓ２
＿ｖｌ４，Ｓ２＿ｖｌ６及び焦点検出データ用記憶部６０２の保持部Ｓ１＿ｖｌ２，Ｓ１
＿ｖｌ４，Ｓ１＿ｖｌ６は、読み出し行選択部６０４に接続されている。読み出し行選択
部６０３及び読み出し行選択部６０４は、演算部６０５に接続されている。演算部６０５
は、信号出力部１０８に接続されている。読み出し行選択部６０３及び読み出し行選択部
６０４には、制御部１０２から読み出しデータ選択信号が供給される。
【００４３】
　画像生成データ用記憶部６０１及び焦点検出データ用記憶部６０２の各々には、水平転
送部１０６から水平転送線４０２を介して出力されるデータｃｈ＿ｖｌ１～ｃｈ＿ｖｌ６
が供給される。画像生成データ用記憶部６０１に供給されたデータｃｈ＿ｖｌ１～ｃｈ＿
ｖｌ６は、画像生成データ用記憶部６０１の保持部Ｓ２＿ｖｌ１～Ｓ２＿ｖｌ６にそれぞ
れ格納される。保持部Ｓ２＿ｖｌ１～Ｓ２＿ｖｌ６に格納されたデータが画像生成用のデ
ータ（画像生成データ）となる。また、焦点検出データ用記憶部６０２に供給されたデー
タｃｈ＿ｖｌ１～ｃｈ＿ｖｌ６は、焦点検出データ用記憶部６０２の保持部Ｓ１＿ｖｌ１
～Ｓ１＿ｖｌ６にそれぞれ格納される。保持部Ｓ１＿ｖｌ１～Ｓ１＿ｖｌ６に格納された
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データが焦点検出用のデータ（焦点検出データ）となる。
【００４４】
　読み出し行選択部６０３には、保持部Ｓ２＿ｖｌ１，Ｓ２＿ｖｌ３，Ｓ２＿ｖｌ５から
読み出された画像生成データと、保持部Ｓ１＿ｖｌ１，Ｓ１＿ｖｌ３，Ｓ１＿ｖｌ５から
読み出された焦点検出データと、が入力される。読み出し行選択部６０３は、読み出しデ
ータ選択信号に応じて、入力されたこれらデータの中から何れか１つを選択し、演算部６
０５へと出力する。
【００４５】
　読み出し行選択部６０４には、保持部Ｓ２＿ｖｌ２，Ｓ２＿ｖｌ４，Ｓ２＿ｖｌ６から
読み出された画像生成データと、保持部Ｓ１＿ｖｌ２，Ｓ１＿ｖｌ４，Ｓ１＿ｖｌ６から
読み出された焦点検出データと、が入力される。読み出し行選択部６０４は、読み出しデ
ータ選択信号に応じて、入力されたこれらデータの中から何れか１つを選択し、演算部６
０５へと出力する。
【００４６】
　読み出し行選択部６０３に供給される読み出しデータ選択信号と読み出し行選択部６０
４に供給される読み出しデータ選択信号は共通である。したがって、読み出しデータ選択
信号が１のときには、保持部Ｓ１＿ｖｌ１及び保持部Ｓ１＿ｖｌ２に保持されているデー
タが選択される。読み出しデータ選択信号が２のときには、保持部Ｓ２＿ｖｌ１及び保持
部Ｓ２＿ｖｌ２に保持されているデータが選択される。読み出しデータ選択信号が３のと
きには、保持部Ｓ１＿ｖｌ３及び保持部Ｓ１＿ｖｌ４に保持されているデータが選択され
る。読み出しデータ選択信号が４のときには、保持部Ｓ２＿ｖｌ３及び保持部Ｓ２＿ｖｌ
４に保持されているデータが選択される。読み出しデータ選択信号が５のときには、保持
部Ｓ１＿ｖｌ５及び保持部Ｓ１＿ｖｌ６に保持されているデータが選択される。読み出し
データ選択信号が６のときには、保持部Ｓ２＿ｖｌ５及び保持部Ｓ２＿ｖｌ６に保持され
ているデータが選択される。
【００４７】
　演算部６０５には、読み出し行選択部６０３，６０４により選択されたデータが供給さ
れる。演算部６０５は、入力された各データに対して黒レベル補正などの演算処理を行い
、信号出力部１０８へと出力する。
【００４８】
　このように、本実施形態におけるデータ処理部１０７は、同時にＡＤ変換され水平転送
された６行分の画像生成データと、同時にＡＤ変換され水平転送された６行分の焦点検出
データとを、２行ずつ順次選択して読み出し、演算処理した後に出力する。読み出し行選
択部６０３，６０４の２つの読み出し行選択部を有することにより、２行のデータを同時
に読み出し、データ処理をすることができる。
【００４９】
　次に、本実施形態による撮像装置の駆動方法について、図８乃至図１０を用いて説明す
る。図８乃至図１０は、本実施形態による撮像装置の駆動方法を示すタイミングチャート
である。
【００５０】
　図８には、ＡＤ変換部１０５、水平転送部１０６、データ処理部１０７及び信号出力部
１０８の駆動例を示している。本駆動例は、６行分の画素信号に対して同時にＡＤ変換を
行い、２行単位で１画素ずつ順次出力するものである。なお、各列に配された出力線の数
を第１の数、信号出力部１０８が並行して出力するデータの行数を第２の数とすると、第
１の数は第２の数の整数倍である。
【００５１】
　まず、１行目から６行目の画素Ｐの画素信号をＡＤ変換し、そのデータをデータ処理部
１０７内の記憶部に書き込む動作について述べる。
【００５２】
　時刻Ｔ１において、撮像装置１は、外部のＣＰＵ１０１から水平同期信号ＨＤを受信す
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る。制御部１０２は、水平同期信号ＨＤに応じて、タイミング制御カウンタ５０２のカウ
ント値を初期値（例えば０）にリセットする。タイミング制御カウンタ５０２のカウント
値は、画素信号のＡＤ変換からデータ処理部１０７の画像生成データ用記憶部６０１及び
焦点検出データ用記憶部６０２にデータを格納するまでのタイミングを管理するために用
いられる。時刻Ｔ１は、水平期間Ｈ１の開始のタイミングとなる。
【００５３】
　次いで、タイミング制御カウンタ５０２のカウント値が設定値ｃｎｔ＿ａ１となる時刻
Ｔ１ａ１において、列ＡＤコンバータ２０３は、１行目から６行目の全列の画素Ｐの焦点
検出データＳ１に対するＡＤ変換を同時に開始する。ここで、これらデータのＡＤ変換に
要する時間はＴａ１であるものとする。
【００５４】
　次いで、焦点検出データＳ１のＡＤ変換が完了した時刻（時刻Ｔ１ａ１から時間Ｔａ１
が経過した時刻）以降の時刻Ｔ１ｓ１において、焦点検出データＳ１をＡＤ変換したデジ
タルデータは、保持部２０４へと一括転送される。ここでは、生成される１行目のデータ
群をＳ１＿ｖｌ１（Ｈ１）、２行目のデータ群をＳ１＿ｖｌ２（Ｈ１）、３行目のデータ
群をＳ１＿ｖｌ３（Ｈ１）、と呼ぶものとする。また、４行目のデータ群をＳ１＿ｖｌ４
（Ｈ１）、５行目のデータ群をＳ１＿ｖｌ５（Ｈ１）、６行目のデータ群をＳ１＿ｖｌ６
（Ｈ１）、と呼ぶものとする。
【００５５】
　時刻Ｔ１ｓ１以降、保持部２０４が保持するデータ群Ｓ１＿ｖｌ＃（Ｈ１）（ここで、
＃は１～６の整数）は、水平転送部１０６を介して６行単位で１画素ずつデータ処理部１
０７へと転送される。データ処理部１０７に転送されたデータは、焦点検出データ用記憶
部６０２に書き込まれる。ここで、これらデータの転送に要する時間はＴｓ１であるもの
とする。
【００５６】
　次いで、タイミング制御カウンタ５０２のカウント値が設定値ｃｎｔ＿ａ２となる時刻
Ｔ１ａ２において、列ＡＤコンバータ２０３は、１行目から６行目の全列の画素Ｐの画像
生成データＳ２に対するＡＤ変換を同時に開始する。ここで、これらデータのＡＤ変換に
要する時間はＴａ２であるものとする。
【００５７】
　次いで、画像生成データＳ２のＡＤ変換が完了した時刻（時刻Ｔ１ａ２から時間Ｔａ２
が経過した時刻）以降の時刻Ｔ１ｓ２において、画像生成データＳ２をＡＤ変換したデジ
タルデータは、保持部２０４へと一括転送される。ここでは、生成される１行目のデータ
群をＳ２＿ｖｌ１（Ｈ１）、２行目のデータ群をＳ２＿ｖｌ２（Ｈ１）、３行目のデータ
群をＳ２＿ｖｌ３（Ｈ１）、と呼ぶものとする。また、４行目のデータ群をＳ２＿ｖｌ４
（Ｈ１）、５行目のデータ群をＳ２＿ｖｌ５（Ｈ１）、６行目のデータ群をＳ２＿ｖｌ６
（Ｈ１）、と呼ぶものとする。
【００５８】
　時刻Ｔ１ｓ２以降、保持部２０４が保持するデータ群Ｓ２＿ｖｌ＃（Ｈ１）（ここで、
＃は１～６の整数）は、水平転送部１０６を介して６行単位で１画素ずつデータ処理部１
０７へと転送される。データ処理部１０７に転送されたデータは、画像生成データ用記憶
部６０１に書き込まれる。ここで、これらデータの転送に要する時間はＴｓ２であるもの
とする。
【００５９】
　続く時刻Ｔ１ｏにおいて、タイミング制御カウンタ５０２のカウント値が設定値ｃｎｔ
＿ｏに達したものとする。制御部１０２は、タイミング制御カウンタ５０２のカウント値
が設定値ｃｎｔ＿ｏに達したことに応じて、タイミング制御カウンタ５０４のカウント値
を初期値にリセットする。その後、タイミング制御カウンタ５０４はカウントアップを開
始する。タイミング制御カウンタ５０４は、データ処理部１０７の画像生成データ用記憶
部６０１及び焦点検出データ用記憶部６０２に格納されたデータの読み出しから信号出力
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部１０８にデータを出力するまでのタイミングを管理するために用いられる。
【００６０】
　続く時刻Ｔ１ｏ１において、タイミング制御カウンタ５０４のカウント値が設定値ｃｎ
ｔ＿ｏ１に達したものとする。制御信号生成部５０５は、タイミング制御カウンタ５０４
のカウント値が設定値ｃｎｔ＿ｏ１に達したことに応じて、読み出しデータ選択信号を設
定値ｃｎｔ＿ｏ１に割り当てられている値である１に設定する。同様に、制御信号生成部
５０５は、タイミング制御カウンタ５０４のカウント値が設定値ｃｎｔ＿ｏ２に達すると
、読み出しデータ選択信号を設定値ｃｎｔ＿ｏ２に割り当てられている値である２に設定
する。また、タイミング制御カウンタ５０４のカウント値が設定値ｃｎｔ＿ｏ３に達する
と、読み出しデータ選択信号を設定値ｃｎｔ＿ｏ３に割り当てられている値である３に設
定する。また、タイミング制御カウンタ５０４のカウント値が設定値ｃｎｔ＿ｏ４に達す
ると、読み出しデータ選択信号を設定値ｃｎｔ＿ｏ４に割り当てられている値である４に
設定する。また、タイミング制御カウンタ５０４のカウント値が設定値ｃｎｔ＿ｏ５に達
すると、読み出しデータ選択信号を設定値ｃｎｔ＿ｏ５に割り当てられている値である５
に設定する。また、タイミング制御カウンタ５０４のカウント値が設定値ｃｎｔ＿ｏ６に
達すると、読み出しデータ選択信号を設定値ｃｎｔ＿ｏ６に割り当てられている値である
６に設定する。
【００６１】
　データ処理部１０７は、制御部１０２から供給される読み出しデータ選択信号に応じて
、画像生成データ用記憶部６０１又は焦点検出データ用記憶部６０２から対応する２行の
データを選択し、読み出しを開始する。データ処理部１０７は、設定値ｃｎｔ＿ｏ１，ｃ
ｎｔ＿ｏ２，ｃｎｔ＿ｏ３，ｃｎｔ＿ｏ４，ｃｎｔ＿ｏ５，ｃｎｔ＿ｏ６の大小関係に制
約はなく、任意の順序及びタイミングで、画像生成データ及び焦点検出データを読み出す
。読み出された各データは、演算部６０５においてデータ処理され、信号出力部１０８か
ら出力される。ここで、焦点検出データの読み出しに要する時間はＴｏ１であり、画像生
成データの読み出しに要する時間はＴｏ２であるものとする。
【００６２】
　続く時刻Ｔ２ｏにおいて、タイミング制御カウンタ５０２のカウント値が設定値ｃｎｔ
＿ｏに達したものとする。制御部１０２は、タイミング制御カウンタ５０２のカウント値
が設定値ｃｎｔ＿ｏに達したことに応じて、タイミング制御カウンタ５０４のカウント値
を再び初期値にリセットする。
【００６３】
　時刻Ｔ１ｏから時刻Ｔ２ｏまでの期間において、設定値ｃｎｔ＿ｏｐ（ｐは１以上６以
下の整数）が、タイミング制御カウンタ５０４が取り得ない値である場合、設定値ｃｎｔ
＿ｏｐによって選択される画像生成データ及び焦点検出データは読み出されない。これに
より、同時にＡＤ変換された６行の画像生成データ及び焦点検出データのうちの一部は出
力されない。
【００６４】
　データを出力するのに必要な期間は、以下のように表される。ここで、ｎは焦点検出デ
ータの読み出し行数であり、ｍは画像生成データの読み出し行数である。この期間は、１
水平期間の長さｔＨＤ以下である必要がある。
　　Ｔｏ１×ｎ／２＋Ｔｏ２×ｍ／２
【００６５】
　図８のタイミングチャートは、６行分の焦点検出データ及び画像生成データの総てを出
力する場合であり、以下のように表される。
　　Ｔｏ１×３＋Ｔｏ２×３ ≦ ｔＨＤ
【００６６】
　以上のようにして、１行目から６行目の画素Ｐのデータは、６行分が同時にＡＤ変換さ
れ、２行分のデータが１画素ずつ撮像装置１から出力される。
【００６７】
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　７行目から１２行目の画素Ｐのデータは、時刻Ｔ２に入力される水平同期信号ＨＤに基
づいて、１行目から６行目の画素Ｐのデータと同様に処理される。以後同様に、６行毎に
同じ処理を繰り返し行い、総ての行の画素Ｐのデータを出力する。つまり、時刻Ｔｎ（ｎ
は０より大きい整数）に入力される水平同期信号ＨＤに基づいて処理されるデータは、（
（ｎ－１）×６＋１）行目から（ｎ×６）行目の画素Ｐのデータとなる。
【００６８】
　図９には、ＡＤ変換部１０５、水平転送部１０６、データ処理部１０７及び信号出力部
１０８の他の駆動例を示している。本駆動例は、画像生成データを６行分出力し、焦点検
出データを４行分のみ出力するものである。以下では、図８の駆動例との差分を中心に説
明をする。
【００６９】
　時刻Ｔ１から時刻Ｔ１ｏまで、すなわち（（ｎ－１）×６＋１）行目から（ｎ×６）行
目の画素ＰのデータをＡＤ変換し、変換後のデータをデータ処理部１０７に書き込むまで
の動作については、図８の駆動例と同様であるため、ここでは説明を省略する。
【００７０】
　時刻Ｔ１ｏにおいて、データ処理部１０７の画像生成データ用記憶部６０１には、１行
目から６行目の画素Ｐに対応する６行分の画像生成データが格納されている。また、デー
タ処理部１０７の焦点検出データ用記憶部６０２には、１行目から６行目の画素Ｐに対応
する６行分の焦点検出データが格納されている。
【００７１】
　本駆動例において、設定値ｃｎｔ＿ｏ１，ｃｎｔ＿ｏ２，ｃｎｔ＿ｏ４，ｃｎｔ＿ｏ５
，ｃｎｔ＿ｏ６は、タイミング制御カウンタ５０４が取り得る値の最大値よりも小さい値
に設定されている。一方、設定値ｃｎｔ＿ｏ３は、タイミング制御カウンタ５０４が取り
得る値の最大値よりも大きな値に設定されている。
【００７２】
　続く時刻Ｔ１ｏ１において、タイミング制御カウンタ５０４のカウント値が設定値ｃｎ
ｔ＿ｏ１に達したものとする。制御信号生成部５０５は、タイミング制御カウンタ５０４
のカウント値が設定値ｃｎｔ＿ｏ１に達したことに応じて、読み出しデータ選択信号を設
定値ｃｎｔ＿ｏ１に割り当てられている値である１に設定する。同様に、制御信号生成部
５０５は、タイミング制御カウンタ５０４のカウント値が設定値ｃｎｔ＿ｏ２に達すると
、読み出しデータ選択信号を設定値ｃｎｔ＿ｏ２に割り当てられている値である２に設定
する。また、タイミング制御カウンタ５０４のカウント値が設定値ｃｎｔ＿ｏ４に達する
と、読み出しデータ選択信号を設定値ｃｎｔ＿ｏ４に割り当てられている値である４に設
定する。また、タイミング制御カウンタ５０４のカウント値が設定値ｃｎｔ＿ｏ５に達す
ると、読み出しデータ選択信号を設定値ｃｎｔ＿ｏ５に割り当てられている値である５に
設定する。また、タイミング制御カウンタ５０４のカウント値が設定値ｃｎｔ＿ｏ６に達
すると、読み出しデータ選択信号を設定値ｃｎｔ＿ｏ６に割り当てられている値である６
に設定する。
【００７３】
　データ処理部１０７は、制御部１０２から供給される読み出しデータ選択信号に応じて
、画像生成データ用記憶部６０１又は焦点検出データ用記憶部６０２から対応する２行の
データを選択し、図８の駆動例と同様に読み出しを開始する。読み出された各データは、
演算部６０５においてデータ処理され、信号出力部１０８から出力される。信号出力部１
０８から出力される信号のうち、焦点検出データに対応する信号の数は、画素部１０４か
ら並行して出力される画素信号の数よりも少ない。
【００７４】
　図９の駆動例においては、タイミング制御カウンタ５０４のカウント値は設定値ｃｎｔ
＿ｏ３の値とならないため、読み出しデータ選択信号は設定値ｃｎｔ＿ｏ３に割り当てら
れている値である３になることはない。つまり、読み出しデータ選択信号が３に対応する
焦点検出データ用記憶部６０２の保持部Ｓ１＿ｖｌ３，Ｓ１＿ｖｌ４に保持されているデ
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ータは出力されない。したがって、１水平期間中に同時にＡＤ変換される６行分の焦点検
出データのうち、４行分の焦点検出データのみが出力され、２行分の焦点検出データは出
力されない。
【００７５】
　図９の駆動例において、データを出力するのに必要な期間は、（Ｔｏ１×２＋Ｔｏ２×
３）となる。図９の駆動例において、水平同期信号ＨＤの周期をｔＨＤ’とすると、デー
タを出力するのに必要な期間は、以下のように表される。
　　Ｔｏ１×２＋Ｔｏ２×３ ≦ ｔＨＤ’
【００７６】
　図９の駆動例における水平同期信号ＨＤの周期ｔＨＤ’は、図８の駆動例における水平
同期信号ＨＤの周期ｔＨＤよりも短く、図８の駆動例よりも１水平期間を短縮することが
できる。
【００７７】
　図１０には、ＡＤ変換部１０５、水平転送部１０６、データ処理部１０７及び信号出力
部１０８の他の駆動例を示している。本駆動例は、画像生成データを６行分出力し、焦点
検出データを２行分のみ出力するものである。以下では、図８の駆動例との差分を中心に
説明をする。
【００７８】
　時刻Ｔ１から時刻Ｔ１ｏまで、すなわち（（ｎ－１）×６＋１）行目から（ｎ×６）行
目の画素ＰのデータをＡＤ変換し、変換後のデータをデータ処理部１０７に書き込むまで
の動作については、図８の駆動例と同様であるため、ここでは説明を省略する。
【００７９】
　時刻Ｔ１ｏにおいて、データ処理部１０７の画像生成データ用記憶部６０１には、１行
目から６行目の画素Ｐに対応する６行分の画像生成データが格納されている。また、デー
タ処理部１０７の焦点検出データ用記憶部６０２には、１行目から６行目の画素Ｐに対応
する６行分の焦点検出データが格納されている。
【００８０】
　本駆動例において、設定値ｃｎｔ＿ｏ２，ｃｎｔ＿ｏ３，ｃｎｔ＿ｏ４，ｃｎｔ＿ｏ６
は、タイミング制御カウンタ５０４が取り得る値の最大値よりも小さい値に設定されてい
る。一方、設定値ｃｎｔ＿ｏ１，ｃｎｔ＿ｏ５は、タイミング制御カウンタ５０４が取り
得る値の最大値よりも大きな値に設定されている。
【００８１】
　続く時刻Ｔ１ｏ２において、タイミング制御カウンタ５０４のカウント値が設定値ｃｎ
ｔ＿ｏ２に達したものとする。制御信号生成部５０５は、タイミング制御カウンタ５０４
のカウント値が設定値ｃｎｔ＿ｏ２に達したことに応じて、読み出しデータ選択信号を設
定値ｃｎｔ＿ｏ２に割り当てられている値である２に設定する。同様に、制御信号生成部
５０５は、タイミング制御カウンタ５０４のカウント値が設定値ｃｎｔ＿ｏ３に達すると
、読み出しデータ選択信号を設定値ｃｎｔ＿ｏ３に割り当てられている値である３に設定
する。また、タイミング制御カウンタ５０４のカウント値が設定値ｃｎｔ＿ｏ４に達する
と、読み出しデータ選択信号を設定値ｃｎｔ＿ｏ４に割り当てられている値である４に設
定する。また、タイミング制御カウンタ５０４のカウント値が設定値ｃｎｔ＿ｏ６に達す
ると、読み出しデータ選択信号を設定値ｃｎｔ＿ｏ６に割り当てられている値である６に
設定する。
【００８２】
　データ処理部１０７は、制御部１０２から供給される読み出しデータ選択信号に応じて
、画像生成データ用記憶部６０１又は焦点検出データ用記憶部６０２から対応する２行の
データを選択し、図８の駆動例と同様に読み出しを開始する。読み出された各データは、
演算部６０５においてデータ処理され、信号出力部１０８から出力される。信号出力部１
０８から出力される信号のうち、焦点検出データに対応する信号の数は、画素部１０４か
ら並行して出力される画素信号の数よりも少ない。
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【００８３】
　図１０の駆動例においては、タイミング制御カウンタ５０４のカウント値は設定値ｃｎ
ｔ＿ｏ１，ｃｎｔ＿ｏ５の値とならないため、読み出しデータ選択信号は設定値ｃｎｔ＿
ｏ１，ｃｎｔ＿ｏ５に割り当てられている値である１及び５になることはない。つまり、
読み出しデータ選択信号が１に対応する焦点検出データ用記憶部６０２の保持部Ｓ１＿ｖ
ｌ１，Ｓ１＿ｖｌ２に保持されているデータは出力されない。また、読み出しデータ選択
信号が５に対応する焦点検出データ用記憶部６０２の保持部Ｓ１＿ｖｌ５，Ｓ１＿ｖｌ６
に保持されているデータは出力されない。したがって、１水平期間中に同時にＡＤ変換さ
れる６行分の焦点検出データのうち、２行分の焦点検出データのみが出力され、４行分の
焦点検出データは出力されない。
【００８４】
　図１０の駆動例において、データを出力するのに必要な期間は、（Ｔｏ１×１＋Ｔｏ２
×３）となる。図１０の駆動例において、水平同期信号ＨＤの周期をｔＨＤ”とすると、
データを出力するのに必要な期間は、以下のように表される。
　　Ｔｏ１×１＋Ｔｏ２×３ ≦ ｔＨＤ”
【００８５】
　図１０の駆動例における水平同期信号ＨＤの周期ｔＨＤ”は、図９の駆動例における水
平同期信号ＨＤの周期ｔＨＤ’よりも短く、図８の駆動例よりも１水平期間を更に短縮す
ることができる。
【００８６】
　このように、本実施形態の駆動方法によれば、同時にＡＤ変換する行数に依存せず、焦
点検出データを出力する行数を適宜選択できるため、焦点検出データの密度をより細かく
調整することができる。これにより、読み出し動作の高速化とＡＦ性能とを両立させるこ
とができる。
【００８７】
　なお、上記駆動例では、６行分の画像生成データを総て出力しているが、焦点検出デー
タと同様に間引いてもよい。
【００８８】
　［第２実施形態］
　本発明の第２実施形態による撮像装置について、図１１を用いて説明する。第１実施形
態による撮像装置と同様の構成要素には同一の符号を付し、説明を省略し或いは簡潔にす
る。図１１は、本実施形態による撮像装置におけるデータ処理部の構成例を示す概略図で
ある。
【００８９】
　本実施形態による撮像装置の全体構成は、図１に示す第１実施形態による撮像装置と同
様である。以下に、第１実施形態による撮像装置とは異なる点を中心に、本実施形態によ
る撮像装置の構成を説明する。
【００９０】
　本実施形態の撮像装置における制御部１０２は、構成上は図６に示す第１実施形態の撮
像装置における制御部１０２と同じであるが、制御信号生成部５０５がデータ処理部制御
信号の１つとして生成する読み出しデータ選択信号が異なっている。すなわち、本実施形
態の制御部１０２が出力する読み出しデータ選択信号は、同時に読み出すデータを２行以
上指定できるように構成されている。
【００９１】
　本実施形態における読み出しデータ選択信号は、タイミング制御カウンタ５０４のカウ
ント値が設定値ｃｎｔ＿ｏ１ｐ又は設定値ｃｎｔ＿ｏ２ｐ（ｐは１以上６以下の整数）と
なるタイミングで切り替わり、読み出すデータを選択するために用いられる。
【００９２】
　制御部１０２は、タイミング制御カウンタ５０４のカウント値と設定値ｃｎｔ＿ｏ１ｐ
とが等しいとき、焦点検出データ用記憶部６０２に保持されている６行分の焦点検出デー
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タの中から対応する１行を選択するように読み出しデータ選択信号を設定する。また、制
御部１０２は、タイミング制御カウンタ５０４のカウント値と設定値ｃｎｔ＿ｏ２ｐとが
等しいとき、画像生成データ用記憶部６０１に保持されている６行分の画像生成データの
中から対応する１行を選択するように読み出しデータ選択信号を設定する。
【００９３】
　ここでは、読み出しデータ選択信号が７ビットの信号であるものとする。そして、読み
出しデータ選択信号のビット［０］を、設定値ｃｎｔ＿ｏ１ｐであるか設定値ｃｎｔ＿ｏ
２ｐであるかの判別用に割り当てるものとする。また、読み出しデータ選択信号のビット
［ｐ］（ｐは１以上６以下の整数）を、設定値ｃｎｔ＿ｏ１ｐ，ｃｎｔ＿ｏ２ｐに割り当
てるものとする。つまり、読み出しデータ選択信号のビット［０］は、画像生成データ及
び焦点検出データのうちの一方を選択する信号となる。また、読み出しデータ選択信号の
ビット［ｎ］（ｎは１以上６以下の整数）は、保持部Ｓ１＿ｖｌｎ及び保持部Ｓ２＿ｖｌ
ｎを選択する信号となる。
【００９４】
　本実施形態の撮像装置におけるデータ処理部１０７は、図１１に示すように、データ処
理部１０７の読み出し行選択部６０３，６０４の構成が、第１実施形態の撮像装置におけ
るデータ処理部１０７（図７）とは異なっている。
【００９５】
　すなわち、本実施形態の撮像装置におけるデータ処理部１０７の読み出し行選択部６０
３及び読み出し行選択部６０４の各々は、図１１に示すように、読み出しデータ選択部６
０００，６００１と、加算部６００２と、を有する。読み出し行選択部６０３，６０４へ
の入力データは、第１実施形態と同じである。
【００９６】
　読み出し行選択部６０３の読み出しデータ選択部６０００は、読み出しデータ選択信号
のビット［０］の値に応じて、保持部Ｓ２＿ｖｌ１のデータ及び保持部Ｓ１＿ｖｌ１のデ
ータのうちの一方を選択するセレクタを有する。また、読み出し行選択部６０３の読み出
しデータ選択部６０００は、読み出しデータ選択信号のビット［０］の値に応じて、保持
部Ｓ２＿ｖｌ３のデータ及び保持部Ｓ１＿ｖｌ３のデータのうちの一方を選択するセレク
タを有する。また、読み出し行選択部６０３の読み出しデータ選択部６０００は、読み出
しデータ選択信号のビット［０］の値に応じて、保持部Ｓ２＿ｖｌ５のデータ及び保持部
Ｓ１＿ｖｌ５のデータのうちの一方を選択するセレクタを有する。
【００９７】
　読み出し行選択部６０３の読み出しデータ選択部６００１は、読み出しデータ選択信号
のビット［１］の値に応じて、保持部Ｓ２＿ｖｌ１のデータ及び保持部Ｓ１＿ｖｌ１のデ
ータのうちの一方か０かを選択するセレクタを有する。また、読み出し行選択部６０３の
読み出しデータ選択部６００１は、読み出しデータ選択信号のビット［３］の値に応じて
、保持部Ｓ２＿ｖｌ３のデータ及び保持部Ｓ１＿ｖｌ３のデータのうちの一方か０かを選
択するセレクタを有する。また、読み出し行選択部６０３の読み出しデータ選択部６００
１は、読み出しデータ選択信号のビット［５］の値に応じて、保持部Ｓ２＿ｖｌ５のデー
タ及び保持部Ｓ１＿ｖｌ５のデータのうちの一方か０かを選択するセレクタを有する。
【００９８】
　読み出し行選択部６０３の加算部６００２は、読み出し行選択部６０３の読み出しデー
タ選択部６００１から出力される値を加算して出力する。
【００９９】
　同様に、読み出し行選択部６０４の読み出しデータ選択部６０００は、読み出しデータ
選択信号のビット［０］の値に応じて、保持部Ｓ２＿ｖｌ２のデータ及び保持部Ｓ１＿ｖ
ｌ２のデータのうちの一方を選択するセレクタを有する。また、読み出し行選択部６０４
の読み出しデータ選択部６０００は、読み出しデータ選択信号のビット［０］の値に応じ
て、保持部Ｓ２＿ｖｌ４のデータ及び保持部Ｓ１＿ｖｌ４のデータのうちの一方を選択す
るセレクタを有する。また、読み出し行選択部６０４の読み出しデータ選択部６０００は
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、読み出しデータ選択信号のビット［０］の値に応じて、保持部Ｓ２＿ｖｌ６のデータ及
び保持部Ｓ１＿ｖｌ６のデータのうちの一方を選択するセレクタを有する。
【０１００】
　読み出し行選択部６０４の読み出しデータ選択部６００１は、読み出しデータ選択信号
のビット［２］の値に応じて、保持部Ｓ２＿ｖｌ２のデータ及び保持部Ｓ１＿ｖｌ２のデ
ータのうちの一方か０かを選択するセレクタを有する。また、読み出し行選択部６０４の
読み出しデータ選択部６００１は、読み出しデータ選択信号のビット［４］の値に応じて
、保持部Ｓ２＿ｖｌ４のデータ及び保持部Ｓ１＿ｖｌ４のデータのうちの一方か０かを選
択するセレクタを有する。また、読み出し行選択部６０４の読み出しデータ選択部６００
１は、読み出しデータ選択信号のビット［６］の値に応じて、保持部Ｓ２＿ｖｌ６のデー
タ及び保持部Ｓ１＿ｖｌ６のデータのうちの一方か０かを選択するセレクタを有する。
【０１０１】
　読み出し行選択部６０４の加算部６００２は、読み出し行選択部６０４の読み出しデー
タ選択部６００１から出力されるデータの値を加算して出力する。
【０１０２】
　このように、読み出し行選択部６０３，６０４は、制御部１０２から供給される読み出
しデータ選択信号に従って、画像生成データ用記憶部６０１及び焦点検出データ用記憶部
６０２に格納されているデータを選択し、選択されたデータの値を加算して出力する。
【０１０３】
　以下、具体的な例を挙げ、読み出し行選択部６０３，６０４の構成及び動作をより詳細
に説明する。なお、読み出し行選択部６０３と読み出し行選択部６０４とは、入力される
データは異なるが構成は同じであるため、ここでは読み出し行選択部６０３を用いて構成
及び動作を説明する。
【０１０４】
　読み出しデータ選択部６０００は、読み出しデータ選択信号のビット［０］によって、
保持部Ｓ１＿ｖｌ１～Ｓ１＿ｖｌ６に保持されている焦点検出データ及び保持部Ｓ２＿ｖ
ｌ１～Ｓ２＿ｖｌ６に保持されている画像生成データのいずれか一方を選択する。ここで
は、読み出しデータ選択信号のビット［０］がＨｉｇｈレベルのときに焦点検出データを
選択し、読み出しデータ選択信号のビット［０］がＬｏｗレベルのときに画像生成データ
を選択するものとする。
【０１０５】
　読み出しデータ選択部６００１は、読み出しデータ選択部６０００で選択されたデータ
のうち、加算部６００２に入力するデータを選択する。例えば、読み出しデータ選択部６
０００で焦点検出データが選択されている場合において、読み出しデータ選択信号のビッ
ト［ｎ］（ｎは１以上６以下の整数）がＨｉｇｈレベルであるときには、保持部Ｓ１＿ｖ
ｌｎの焦点検出データを選択する。また、読み出しデータ選択部６０００で画像生成デー
タが選択されている場合において、読み出しデータ選択信号のビット［ｎ］（ｎは１以上
６以下の整数）がＨｉｇｈレベルであるときには、保持部Ｓ２＿ｖｌｎの画像生成データ
を選択する。読み出しデータ選択信号のビット［ｎ］（ｎは１以上６以下の整数）がＬｏ
ｗレベルであるときには、読み出しデータ選択部６０００の出力にかかわらず、加算部６
００２に０を入力する。
【０１０６】
　第１実施形態においては、画像生成データ用記憶部６０１及び焦点検出データ用記憶部
６０２から同時に読み出す行の数は常に２行で固定であった。これに対し、本実施形態に
おいては、画像生成データ用記憶部６０１及び焦点検出データ用記憶部６０２から同時に
読み出す行の数に対する制約はない。つまり、読み出しデータ選択信号のビット［１］か
らビット［６］のうち、Ｈｉｇｈレベルとなるビットは、いくつでもよい。
【０１０７】
　例えば、読み出しデータ選択部６０００において焦点検出データが選択されている場合
に、読み出しデータ選択信号のビット［１］からビット［６］の総てが同時にＨｉｇｈレ



(19) JP 2021-153255 A 2021.9.30

10

20

30

40

50

ベルであったものとする。この場合、読み出し行選択部６０３の加算部６００２には、保
持部Ｓ１＿ｖｌ１，Ｓ１＿ｖｌ３，Ｓ１＿ｖｌ５のデータが同時に入力され、加算部６０
０２は第１の読み出しデータとしてＳ１＿ｖｌ１＋Ｓ１＿ｖｌ３＋Ｓ１＿ｖｌ５を演算部
６０５に出力する。また、読み出し行選択部６０４の加算部６００２には、保持部Ｓ１＿
ｖｌ２，Ｓ１＿ｖｌ４，Ｓ１＿ｖｌ６のデータが同時に入力され、加算部６００２は第２
の読み出しデータとしてＳ１＿ｖｌ２＋Ｓ１＿ｖｌ４＋Ｓ１＿ｖｌ６を演算部６０５に出
力する。
【０１０８】
　次に、本実施形態による撮像装置の駆動方法について、図１２及び図１３を用いて説明
する。図１２及び図１３は、本実施形態による撮像装置の駆動方法を示すタイミングチャ
ートである。
【０１０９】
　第１実施形態では、１水平期間中に同時にＡＤ変換された焦点検出データのうち一部の
データを出力しないようにすることで、１水平期間を短くした。これに対し、本実施形態
では、１水平期間中に同時にＡＤ変換された焦点検出データを行方向に加算することによ
ってデータ量を削減し、１水平期間を短くする。
【０１１０】
　図１２には、ＡＤ変換部１０５、水平転送部１０６、データ処理部１０７及び信号出力
部１０８の駆動例を示している。本駆動例は、６行分の画像生成データを２行ずつ非加算
で出力し、６行分の焦点検出データを３行ずつ加算して２行分のデータとして出力するも
のである。具体的には、保持部Ｓ２＿ｖｌ１，Ｓ２＿ｖｌ２に保持されているデータを同
時に出力し、保持部Ｓ２＿ｖｌ３，Ｓ２＿ｖｌ４に保持されているデータを同時に出力し
、保持部Ｓ２＿ｖｌ５，Ｓ２＿ｖｌ６に保持されているデータを同時に出力する。また、
保持部Ｓ１＿ｖｌ１，Ｓ１＿ｖｌ３，Ｓ１＿ｖｌ５に保持されているデータを加算して１
行分のデータとして出力すると同時に、保持部Ｓ１＿ｖｌ２，Ｓ１＿ｖｌ４，Ｓ１＿ｖｌ
６に保持されているデータを加算して１行分のデータとして出力する。以下では、図８の
駆動例との差分を中心に説明をする。
【０１１１】
　時刻Ｔ１から時刻Ｔ１ｏまで、すなわち（（ｎ－１）×６＋１）行目から（ｎ×６）行
目の画素ＰのデータをＡＤ変換し、変換後のデータをデータ処理部１０７に書き込むまで
の動作については、図８の駆動例と同様であるため、ここでは説明を省略する。
【０１１２】
　時刻Ｔ１ｏにおいて、データ処理部１０７の画像生成データ用記憶部６０１には、１行
目から６行目の画素Ｐに対応する６行分の画像生成データが格納されている。また、デー
タ処理部１０７の焦点検出データ用記憶部６０２には、１行目から６行目の画素Ｐに対応
する６行分の焦点検出データが格納されている。
【０１１３】
　本駆動例において、画像生成データの読み出しタイミングを制御する設定値ｃｎｔ＿ｏ
２１と設定値ｃｎｔ＿ｏ２２とは等しく、設定値ｃｎｔ＿ｏ２３と設定値ｃｎｔ＿ｏ２４
とは等しく、設定値ｃｎｔ＿ｏ２５と設定値ｃｎｔ＿ｏ２６とは等しい。また、焦点検出
データの読み出しタイミングを制御する設定値ｃｎｔ＿ｏ１１，ｃｎｔ＿ｏ１２，ｃｎｔ
＿ｏ１３，ｃｎｔ＿ｏ１４，ｃｎｔ＿ｏ１５，ｃｎｔ＿ｏ１６は総て等しい。これら総て
の設定値は、タイミング制御カウンタ５０４が取り得る値の最大値よりも小さい値に設定
されている。
【０１１４】
　続く時刻Ｔ１ｏ１において、タイミング制御カウンタ５０４のカウント値が設定値ｃｎ
ｔ＿ｏ２１，ｃｎｔ＿ｏ２２に達したものとする。これにより、設定値ｃｎｔ＿ｏ２１，
ｃｎｔ＿ｏ２２に対応する読み出しデータ選択信号のビット［０］がＬｏｗレベル、ビッ
ト［１］，［２］がＨｉｇｈレベルとなり、その他のビットはＬｏｗとなる。
【０１１５】
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　読み出し行選択部６０３の読み出しデータ選択部６０００は、読み出しデータ選択信号
のビット［０］がＬｏｗレベルであることに応じて、画像生成データを選択する。読み出
し行選択部６０３の読み出しデータ選択部６００１は、読み出しデータ選択信号のビット
［１］がＨｉｇｈレベルであることに応じて、保持部Ｓ２＿ｖｌ１を選択し、読み出し行
選択部６０３の加算部６００２に入力する。また、読み出し行選択部６０３の読み出しデ
ータ選択部６００１は、読み出しデータ選択信号のビット［３］，［５］がＬｏｗレベル
であることに応じて、保持部Ｓ２＿ｖｌ３，Ｓ２＿ｖｌ５は選択せず、読み出し行選択部
６０３の加算部６００２に０を入力する。以上により、読み出し行選択部６０３の出力は
保持部Ｓ２＿ｖｌ１に保持されているデータとなる。
【０１１６】
　読み出し行選択部６０４の読み出しデータ選択部６０００は、読み出しデータ選択信号
のビット［０］がＬｏｗレベルであることに応じて、画像生成データを選択する。読み出
し行選択部６０４の読み出しデータ選択部６００１は、読み出しデータ選択信号のビット
［２］がＨｉｇｈレベルであることに応じて、保持部Ｓ２＿ｖｌ２に保持されているデー
タを選択し、読み出し行選択部６０４の加算部６００２に入力する。また、読み出し行選
択部６０４の読み出しデータ選択部６００１は、読み出しデータ選択信号のビット［４］
，［６］がＬｏｗレベルであることに応じて、保持部Ｓ２＿ｖｌ４，Ｓ２＿ｖｌ６に保持
されているデータは選択しない。読み出し行選択部６０４の読み出しデータ選択部６００
１は、読み出し行選択部６０４の加算部６００２に０を入力する。以上により、読み出し
行選択部６０４の出力は保持部Ｓ２＿ｖｌ２に保持されているデータとなる。
【０１１７】
　続く時刻Ｔ１ｏ２において、タイミング制御カウンタ５０４のカウント値が設定値ｃｎ
ｔ＿ｏ１１，ｃｎｔ＿ｏ１２，ｃｎｔ＿ｏ１３，ｃｎｔ＿ｏ１４，ｃｎｔ＿ｏ１５，ｃｎ
ｔ＿ｏ１６に達したものとする。これにより、設定値ｃｎｔ＿ｏ１１，ｃｎｔ＿ｏ１２，
ｃｎｔ＿ｏ１３，ｃｎｔ＿ｏ１４，ｃｎｔ＿ｏ１５，ｃｎｔ＿ｏ１６に対応する読み出し
データ選択信号のビット［０］がＨｉｇｈレベルとなる。また、読み出しデータ選択信号
のビット［１］からビット［６］の総てがＨｉｇｈレベルとなる。
【０１１８】
　読み出し行選択部６０３の読み出しデータ選択部６０００は、読み出しデータ選択信号
のビット［０］がＨｉｇｈレベルであることに応じて、焦点検出データを選択する。読み
出し行選択部６０３の読み出しデータ選択部６００１は、読み出しデータ選択信号のビッ
ト［１］，［３］，［５］がＨｉｇｈレベルであることに応じて、保持部Ｓ１＿ｖｌ１，
Ｓ１＿ｖｌ３，Ｓ１＿ｖｌ５のデータを選択する。読み出し行選択部６０３の読み出しデ
ータ選択部６００１は、選択した保持部Ｓ１＿ｖｌ１，Ｓ１＿ｖｌ３，Ｓ１＿ｖｌ５のデ
ータを読み出し行選択部６０３の加算部６００２に入力する。以上により、保持部Ｓ１＿
ｖｌ１，Ｓ１＿ｖｌ３，Ｓ１＿ｖｌ５に保持されているデータの加算値が読み出し行選択
部６０３の出力となる。
【０１１９】
　読み出し行選択部６０４の読み出しデータ選択部６０００は、読み出しデータ選択信号
のビット［０］がＨｉｇｈレベルであることに応じて、焦点検出データを選択する。読み
出し行選択部６０４の読み出しデータ選択部６００１は、読み出しデータ選択信号のビッ
ト［２］，［４］，［６］がＨｉｇｈレベルであることに応じて、保持部Ｓ１＿ｖｌ２，
Ｓ１＿ｖｌ４，Ｓ１＿ｖｌ６のデータを選択する。読み出し行選択部６０４の読み出しデ
ータ選択部６００１は、選択した保持部Ｓ１＿ｖｌ２，Ｓ１＿ｖｌ４，Ｓ１＿ｖｌ６のデ
ータを読み出し行選択部６０４の加算部６００２に入力する。以上により、保持部Ｓ１＿
ｖｌ２，Ｓ１＿ｖｌ４，Ｓ１＿ｖｌ６に保持されているデータの加算値が読み出し行選択
部６０４の出力となる。
【０１２０】
　続く時刻Ｔ１ｏ３において、タイミング制御カウンタ５０４のカウント値が設定値ｃｎ
ｔ＿ｏ２３，ｃｎｔ＿ｏ２４に達したものとする。これにより、設定値ｃｎｔ＿ｏ２３，
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ｃｎｔ＿ｏ２４に対応する読み出しデータ選択信号のビット［０］がＬｏｗレベル、ビッ
ト［３］，［４］がＨｉｇｈレベルとなり、その他のビットはＬｏｗとなる。
【０１２１】
　読み出し行選択部６０３の読み出しデータ選択部６０００は、読み出しデータ選択信号
のビット［０］がＬｏｗレベルであることに応じて、画像生成データを選択する。読み出
し行選択部６０３の読み出しデータ選択部６００１は、読み出しデータ選択信号のビット
［３］がＨｉｇｈレベルであることに応じて、保持部Ｓ２＿ｖｌ３のデータを選択し、読
み出し行選択部６０３の加算部６００２に入力する。また、読み出し行選択部６０３の読
み出しデータ選択部６００１は、読み出しデータ選択信号のビット［１］，［５］がＬｏ
ｗレベルであることに応じて、保持部Ｓ２＿ｖｌ１，Ｓ２＿ｖｌ５のデータは選択しない
。読み出し行選択部６０３の読み出しデータ選択部６００１は、読み出し行選択部６０３
の加算部６００２に０を入力する。以上により、読み出し行選択部６０３の出力は保持部
Ｓ２＿ｖｌ３に保持されているデータとなる。
【０１２２】
　読み出し行選択部６０４の読み出しデータ選択部６０００は、読み出しデータ選択信号
のビット［０］がＬｏｗレベルであることに応じて、画像生成データを選択する。読み出
し行選択部６０４の読み出しデータ選択部６００１は、読み出しデータ選択信号のビット
［４］がＨｉｇｈレベルであることに応じて、保持部Ｓ２＿ｖｌ４のデータを選択し、読
み出し行選択部６０４の加算部６００２に入力する。また、読み出し行選択部６０４の読
み出しデータ選択部６００１は、読み出しデータ選択信号のビット［２］，［６］がＬｏ
ｗレベルであることに応じて、保持部Ｓ２＿ｖｌ２，Ｓ２＿ｖｌ６のデータは選択しない
。読み出し行選択部６０４の読み出しデータ選択部６００１は、読み出し行選択部６０４
の加算部６００２に０を入力する。以上により、読み出し行選択部６０４の出力は保持部
Ｓ２＿ｖｌ４に保持されているデータとなる。
【０１２３】
　続く時刻Ｔ１ｏ４において、タイミング制御カウンタ５０４のカウント値が設定値ｃｎ
ｔ＿ｏ２５，ｃｎｔ＿ｏ２６に達したものとする。これにより、設定値ｃｎｔ＿ｏ２５，
ｃｎｔ＿ｏ２６に対応する読み出しデータ選択信号のビット［０］がＬｏｗレベル、ビッ
ト［５］，［６］がＨｉｇｈレベルとなり、その他のビットはＬｏｗとなる。
【０１２４】
　読み出し行選択部６０３の読み出しデータ選択部６０００は、読み出しデータ選択信号
のビット［０］がＬｏｗレベルであることに応じて、画像生成データを選択する。読み出
し行選択部６０３の読み出しデータ選択部６００１は、読み出しデータ選択信号のビット
［５］がＨｉｇｈレベルであることに応じて、保持部Ｓ２＿ｖｌ５のデータを選択し、読
み出し行選択部６０３の加算部６００２に入力する。また、読み出し行選択部６０３の読
み出しデータ選択部６００１は、読み出しデータ選択信号のビット［１］，［３］がＬｏ
ｗレベルであることに応じて、保持部Ｓ２＿ｖｌ１，Ｓ２＿ｖｌ３のデータは選択しない
。読み出し行選択部６０３の読み出しデータ選択部６００１は、読み出し行選択部６０３
の加算部６００２に０を入力する。以上により、読み出し行選択部６０３の出力は保持部
Ｓ２＿ｖｌ５に保持されているデータとなる。
【０１２５】
　読み出し行選択部６０４の読み出しデータ選択部６０００は、読み出しデータ選択信号
のビット［０］がＬｏｗレベルであることに応じて、画像生成データを選択する。読み出
し行選択部６０４の読み出しデータ選択部６００１は、読み出しデータ選択信号のビット
［６］がＨｉｇｈレベルであることに応じて、保持部Ｓ２＿ｖｌ６のデータを選択し、読
み出し行選択部６０４の加算部６００２に入力する。また、読み出し行選択部６０４の読
み出しデータ選択部６００１は、読み出しデータ選択信号のビット［２］，［４］がＬｏ
ｗレベルであることに応じて、保持部Ｓ２＿ｖｌ２，Ｓ２＿ｖｌ４のデータは選択しない
。読み出し行選択部６０４の読み出しデータ選択部６００１は、読み出し行選択部６０４
の加算部６００２に０を入力する。以上により、読み出し行選択部６０４の出力は保持部
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Ｓ２＿ｖｌ６に保持されているデータとなる。
【０１２６】
　読み出し行選択部６０３，６０４から出力された各データは、演算部６０５においてデ
ータ処理され、信号出力部１０８から出力される。信号出力部１０８から出力される信号
のうち、焦点検出データに対応する信号の数は、画素部１０４から並行して出力される画
素信号の数よりも少ない。
【０１２７】
　図１２の駆動例において、データを出力するのに必要な期間は、（Ｔｏ１×１＋Ｔｏ２
×３）となり、図８及び図９の駆動例の場合よりも短く、図１０の駆動例の場合と同じで
ある。１水平期間の周期も図１０に示す駆動例と同等であり、図８及び図９の駆動例より
も１水平期間を短縮することができる。
【０１２８】
　図１３には、ＡＤ変換部１０５、水平転送部１０６、データ処理部１０７及び信号出力
部１０８の他の駆動例を示している。本駆動例は、６行分の画像生成データを２行ずつ非
加算で出力し、６行分の焦点検出データのうちの４行分の焦点検出データを２行ずつ加算
して２行分のデータとして出力するものである。本駆動例では、加算に用いなかった焦点
検出データは出力しない。以下では、図１２の駆動例との差分を中心に説明をする。
【０１２９】
　時刻Ｔ１から時刻Ｔ１ｏまで、すなわち（（ｎ－１）×６＋１）行目から（ｎ×６）行
目の画素ＰのデータをＡＤ変換し、変換後のデータをデータ処理部１０７に書き込むまで
の動作については、図１２の駆動例と同様であるため、ここでは説明を省略する。
【０１３０】
　時刻Ｔ１ｏにおいて、データ処理部１０７の画像生成データ用記憶部６０１には、１行
目から６行目の画素Ｐに対応する６行分の画像生成データが格納されている。また、デー
タ処理部１０７の焦点検出データ用記憶部６０２には、１行目から６行目の画素Ｐに対応
する６行分の焦点検出データが格納されている。
【０１３１】
　本駆動例において、画像生成データの読み出しタイミングを制御する設定値ｃｎｔ＿ｏ
２１，ｃｎｔ＿ｏ２２，ｃｎｔ＿ｏ２３，ｃｎｔ＿ｏ２４，ｃｎｔ＿ｏ２５，ｃｎｔ＿ｏ
２６の関係は、図１２の駆動例の場合と同じである。また、焦点検出データの読み出しタ
イミングを制御する設定値ｃｎｔ＿ｏ１１，ｃｎｔ＿ｏ１３，ｃｎｔ＿ｏ１４，ｃｎｔ＿
ｏ１６は、タイミング制御カウンタ５０４が取り得る値の最大値よりも小さい等しい値に
設定されている。設定値ｃｎｔ＿ｏ１２，ｃｎｔ＿ｏ１５は、タイミング制御カウンタ５
０４が取り得る値の最大値よりも大きな値に設定されている。
【０１３２】
　続く時刻Ｔ１ｏ１において、タイミング制御カウンタ５０４のカウント値が設定値ｃｎ
ｔ＿ｏ２１，ｃｎｔ＿ｏ２２に達したものとする。これにより、設定値ｃｎｔ＿ｏ２１，
ｃｎｔ＿ｏ２２に対応する読み出しデータ選択信号のビット［０］がＬｏｗレベル、ビッ
ト［１］，［２］がＨｉｇｈレベルとなり、その他のビットはＬｏｗとなる。
【０１３３】
　読み出し行選択部６０３の読み出しデータ選択部６０００は、読み出しデータ選択信号
のビット［０］がＬｏｗレベルであることに応じて、画像生成データを選択する。読み出
し行選択部６０３の読み出しデータ選択部６００１は、読み出しデータ選択信号のビット
［１］がＨｉｇｈレベルであることに応じて、保持部Ｓ２＿ｖｌ１のデータを選択し、読
み出し行選択部６０３の加算部６００２に入力する。また、読み出し行選択部６０３の読
み出しデータ選択部６００１は、読み出しデータ選択信号のビット［３］，［５］がＬｏ
ｗレベルであることに応じて、保持部Ｓ２＿ｖｌ３，Ｓ２＿ｖｌ５のデータは選択しない
。読み出し行選択部６０３の読み出しデータ選択部６００１は、読み出し行選択部６０３
の加算部６００２に０を入力する。以上により、読み出し行選択部６０３の出力は保持部
Ｓ２＿ｖｌ１に保持されているデータとなる。
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【０１３４】
　読み出し行選択部６０４の読み出しデータ選択部６０００は、読み出しデータ選択信号
のビット［０］がＬｏｗレベルであることに応じて、画像生成データを選択する。読み出
し行選択部６０４の読み出しデータ選択部６００１は、読み出しデータ選択信号のビット
［２］がＨｉｇｈレベルであることに応じて、保持部Ｓ２＿ｖｌ２のデータを選択し、読
み出し行選択部６０４の加算部６００２に入力する。また、読み出し行選択部６０４の読
み出しデータ選択部６００１は、読み出しデータ選択信号のビット［４］，［６］がＬｏ
ｗレベルであることに応じて、保持部Ｓ２＿ｖｌ４，Ｓ２＿ｖｌ６のデータは選択しない
。読み出し行選択部６０４の読み出しデータ選択部６００１は、読み出し行選択部６０４
の加算部６００２に０を入力する。以上により、読み出し行選択部６０４の出力は保持部
Ｓ２＿ｖｌ２に保持されているデータとなる。
【０１３５】
　続く時刻Ｔ１ｏ２において、タイミング制御カウンタ５０４のカウント値が設定値ｃｎ
ｔ＿ｏ１１，ｃｎｔ＿ｏ１３，ｃｎｔ＿ｏ１４，ｃｎｔ＿ｏ１６に達したものとする。こ
れにより、設定値ｃｎｔ＿ｏ１１，ｃｎｔ＿ｏ１３，ｃｎｔ＿ｏ１４，ｃｎｔ＿ｏ１６に
対応する読み出しデータ選択信号のビット［０］，［１］，［３］，［４］，［６］がＨ
ｉｇｈレベルとなる。読み出しデータ選択信号のその他のビット［２］，［５］はＬｏｗ
レベルとなる。
【０１３６】
　読み出し行選択部６０３の読み出しデータ選択部６０００は、読み出しデータ選択信号
のビット［０］がＨｉｇｈレベルであることに応じて、焦点検出データを選択する。読み
出し行選択部６０３の読み出しデータ選択部６００１は、読み出しデータ選択信号のビッ
ト［１］，［３］がＨｉｇｈレベルであることに応じて、保持部Ｓ１＿ｖｌ１，Ｓ１＿ｖ
ｌ３のデータを選択し、読み出し行選択部６０３の加算部６００２に入力する。また、読
み出し行選択部６０３の読み出しデータ選択部６００１は、読み出しデータ選択信号のビ
ット［５］がＬｏｗレベルであることに応じて、保持部Ｓ２＿ｖｌ５のデータは選択せず
、読み出し行選択部６０３の加算部６００２に０を入力する。以上により、保持部Ｓ１＿
ｖｌ１，Ｓ１＿ｖｌ３に保持されているデータの加算値が読み出し行選択部６０３の出力
となる。
【０１３７】
　読み出し行選択部６０４の読み出しデータ選択部６０００は、読み出しデータ選択信号
のビット［０］がＨｉｇｈレベルであることに応じて、焦点検出データを選択する。読み
出し行選択部６０４の読み出しデータ選択部６００１は、読み出しデータ選択信号のビッ
ト［４］，［６］がＨｉｇｈレベルであることに応じて、保持部Ｓ１＿ｖｌ４，Ｓ１＿ｖ
ｌ６のデータを選択し、読み出し行選択部６０４の加算部６００２に入力する。また、読
み出し行選択部６０４の読み出しデータ選択部６００１は、読み出しデータ選択信号のビ
ット［２］がＬｏｗレベルであることに応じて、保持部Ｓ２＿ｖｌ２のデータは選択せず
、読み出し行選択部６０３の加算部６００２に０を入力する。以上により、保持部Ｓ１＿
ｖｌ４，Ｓ１＿ｖｌ６に保持されているデータの加算値が読み出し行選択部６０４の出力
となる。
【０１３８】
　なお、保持部Ｓ１＿ｖｌ２，Ｓ１＿ｖｌ５に保持されているデータは、読み出しデータ
選択信号の対応するビットがＨｉｇｈレベルになることはないため、読み出されない。
【０１３９】
　続く時刻Ｔ１ｏ３において、タイミング制御カウンタ５０４のカウント値が設定値ｃｎ
ｔ＿ｏ２３，ｃｎｔ＿ｏ２４に達したものとする。これにより、設定値ｃｎｔ＿ｏ２３，
ｃｎｔ＿ｏ２４に対応する読み出しデータ選択信号のビット［０］がＬｏｗレベル、ビッ
ト［３］，［４］がＨｉｇｈレベルとなり、その他のビットはＬｏｗとなる。
【０１４０】
　読み出し行選択部６０３の読み出しデータ選択部６０００は、読み出しデータ選択信号
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のビット［０］がＬｏｗレベルであることに応じて、画像生成データを選択する。読み出
し行選択部６０３の読み出しデータ選択部６００１は、読み出しデータ選択信号のビット
［３］がＨｉｇｈレベルであることに応じて、保持部Ｓ２＿ｖｌ３のデータを選択し、読
み出し行選択部６０３の加算部６００２に入力する。また、読み出し行選択部６０３の読
み出しデータ選択部６００１は、読み出しデータ選択信号のビット［１］，［５］がＬｏ
ｗレベルであることに応じて、保持部Ｓ２＿ｖｌ１，Ｓ２＿ｖｌ５のデータは選択しない
。読み出し行選択部６０３の読み出しデータ選択部６００１は、読み出し行選択部６０３
の加算部６００２に０を入力する。以上により、読み出し行選択部６０３の出力は保持部
Ｓ２＿ｖｌ３に保持されているデータとなる。
【０１４１】
　読み出し行選択部６０４の読み出しデータ選択部６０００は、読み出しデータ選択信号
のビット［０］がＬｏｗレベルであることに応じて、画像生成データを選択する。読み出
し行選択部６０４の読み出しデータ選択部６００１は、読み出しデータ選択信号のビット
［４］がＨｉｇｈレベルであることに応じて、保持部Ｓ２＿ｖｌ４のデータを選択し、読
み出し行選択部６０４の加算部６００２に入力する。また、読み出し行選択部６０４の読
み出しデータ選択部６００１は、読み出しデータ選択信号のビット［２］，［６］がＬｏ
ｗレベルであることに応じて、保持部Ｓ２＿ｖｌ２，Ｓ２＿ｖｌ６のデータは選択しない
。読み出し行選択部６０４の読み出しデータ選択部６００１は、読み出し行選択部６０４
の加算部６００２に０を入力する。以上により、読み出し行選択部６０４の出力は保持部
Ｓ２＿ｖｌ４に保持されているデータとなる。
【０１４２】
　続く時刻Ｔ１ｏ４において、タイミング制御カウンタ５０４のカウント値が設定値ｃｎ
ｔ＿ｏ２５，ｃｎｔ＿ｏ２６に達したものとする。これにより、設定値ｃｎｔ＿ｏ２５，
ｃｎｔ＿ｏ２６に対応する読み出しデータ選択信号のビット［０］がＬｏｗレベル、ビッ
ト［５］，［６］がＨｉｇｈレベルとなり、その他のビットはＬｏｗとなる。
【０１４３】
　読み出し行選択部６０３の読み出しデータ選択部６０００は、読み出しデータ選択信号
のビット［０］がＬｏｗレベルであることに応じて、画像生成データを選択する。読み出
し行選択部６０３の読み出しデータ選択部６００１は、読み出しデータ選択信号のビット
［５］がＨｉｇｈレベルであることに応じて、保持部Ｓ２＿ｖｌ５のデータを選択し、読
み出し行選択部６０３の加算部６００２に入力する。また、読み出し行選択部６０３の読
み出しデータ選択部６００１は、読み出しデータ選択信号のビット［１］，［３］がＬｏ
ｗレベルであることに応じて、保持部Ｓ２＿ｖｌ１，Ｓ２＿ｖｌ３のデータは選択しない
。読み出し行選択部６０３の読み出しデータ選択部６００１は、読み出し行選択部６０３
の加算部６００２に０を入力する。以上により、読み出し行選択部６０３の出力は保持部
Ｓ２＿ｖｌ５に保持されているデータとなる。
【０１４４】
　読み出し行選択部６０４の読み出しデータ選択部６０００は、読み出しデータ選択信号
のビット［０］がＬｏｗレベルであることに応じて、画像生成データを選択する。読み出
し行選択部６０４の読み出しデータ選択部６００１は、読み出しデータ選択信号のビット
［６］がＨｉｇｈレベルであることに応じて、保持部Ｓ２＿ｖｌ６のデータを選択し、読
み出し行選択部６０４の加算部６００２に入力する。また、読み出し行選択部６０４の読
み出しデータ選択部６００１は、読み出しデータ選択信号のビット［２］，［４］がＬｏ
ｗレベルであることに応じて、保持部Ｓ２＿ｖｌ２，Ｓ２＿ｖｌ４のデータは選択しない
。読み出し行選択部６０４の読み出しデータ選択部６００１は、読み出し行選択部６０４
の加算部６００２に０を入力する。以上により、読み出し行選択部６０４の出力は保持部
Ｓ２＿ｖｌ６に保持されているデータとなる。
【０１４５】
　読み出し行選択部６０３，６０４から出力された各データは、演算部６０５においてデ
ータ処理され、信号出力部１０８から出力される。信号出力部１０８から出力される信号
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のうち、焦点検出データに対応する信号の数は、画素部１０４から並行して出力される画
素信号の数よりも少ない。
【０１４６】
　図１３の駆動例において、データを出力するのに必要な期間は、（Ｔｏ１×１＋Ｔｏ２
×３）となり、図１２の駆動例の場合と同じである。
【０１４７】
　このように、本実施形態によれば、６行分の焦点検出データを、選択的に加算又は間引
くことによりデータ量を削減するので、１水平期間の周期を短縮し、読み出し動作を高速
化することができる。
【０１４８】
　なお、本実施形態では６行分の画像生成データを加算することなく出力しているが、焦
点検出データと同様に加算するようにしてもよい。
【０１４９】
　［第３実施形態］
　本発明の第３実施形態による撮像装置の駆動方法について、図９を参照して説明する。
第１及び第２実施形態による撮像装置と同様の構成要素には同一の符号を付し、説明を省
略し或いは簡潔にする。
【０１５０】
　第１実施形態においては、データ処理部１０７に格納された焦点検出データのうちの一
部を出力しないように構成することで、１水平期間を短くし、読み出し速度の高速化を図
っている。このとき、データ処理部１０７から出力されることのない焦点検出データは、
データ処理部１０７から出力される他のデータと同様、ＡＤ変換や水平転送を経て、デー
タ処理部１０７の焦点検出データ用記憶部６０２に書き込まれている。
【０１５１】
　しかしながら、データ処理部１０７から出力されることのないデータについては、そも
そもデータ処理部１０７に格納する必要はなく、ＡＤ変換や水平転送等の処理を行う必要
もない。これらデータについてＡＤ変換や水平転送等の処理を行わなければ、消費電力を
削減することも可能である。
【０１５２】
　本実施形態では、データ処理部１０７から出力しないデータに対するＡＤ変換や水平転
送を停止し、消費電力を削減しうる撮像装置の駆動例を説明する。なお、ここでは図９の
駆動例において消費電力を削減する例を示すが、第１及び第２実施形態に示した他の駆動
例においても、本実施形態の手法を同様に適用することが可能である。
【０１５３】
　図９の駆動例において、データ処理部１０７の焦点検出データ用記憶部６０２に記憶さ
れる焦点検出データのうち、保持部Ｓ１＿ｖｌ１，Ｓ１＿ｖｌ２，Ｓ１＿ｖｌ５，Ｓ１＿
ｖｌ６に保持されているデータは、データ処理部１０７から出力される。一方、データ処
理部１０７内の焦点検出データ用記憶部６０２に記憶される焦点検出データのうち、保持
部Ｓ１＿ｖｌ３，Ｓ１＿ｖｌ４に保持されているデータは、データ処理部１０７から出力
されない。
【０１５４】
　そこで、本実施形態では、以下に示す手段により、焦点検出データ用記憶部６０２の保
持部Ｓ１＿ｖｌ１，Ｓ１＿ｖｌ２，Ｓ１＿ｖｌ５，Ｓ１＿ｖｌ６にはデータを格納するが
、保持部Ｓ１＿ｖｌ３，Ｓ１＿ｖｌ４にはデータを格納しないようにする。
【０１５５】
　まず、図９の駆動例におけるＡＤ変換期間Ｔａ１において、信号線ｃＭ＿ｖｌ３及び信
号線ｃＭ＿ｖｌ４（Ｍは１からｍの整数）に接続される列ＡＤ変換部、すなわち、列ＡＤ
コンバータ２０３及び保持部２０４の動作を停止する。例えば、信号線ｃＭ＿ｖｌ３とｃ
Ｍ＿ｖｌ４に接続される列ＡＤ変換部の電源を遮断し、当該列ＡＤ変換部を停止する。こ
れにより、当該列ＡＤ変換部を駆動しない分、消費電力を低減することができる。
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【０１５６】
　また、図９の駆動例における水平転送期間Ｔｓ１において、信号線ｃＭ＿ｖｌ３，ｃＭ
＿ｖｌ４に対応するデジタルデータａｄｏｕｔ＿ｃＭ＿ｖｌ３，ａｄｏｕｔ＿ｃＭ＿ｖｌ
４が出力される水平転送線４０２の水平転送動作を停止する。例えば、データｃｈ＿ｖｌ
３，ｃｈ＿ｖｌ４に対応する水平転送線４０２の水平転送クロックをゲーティングするこ
とにより、水平転送動作を停止する。これにより、当該水平転送線の水平転送動作を停止
する分、消費電力を低減することができる。
【０１５７】
　このように、本実施形態によれば、列ＡＤ変換部及び水平転送部で消費される電力を低
減することができる。
【０１５８】
　なお、本実施形態では、データ処理部１０７から出力しない焦点検出データに対応する
画素信号に対するＡＤ変換及び水平転送を停止することにより消費電力を削減したが、Ａ
Ｄ変換及び水平転送のうちの一方のみを停止するようにしてもよい。例えば、ＡＤ変換に
ついては総ての焦点検出データに対して実施し、水平転送については一部の焦点検出デー
タに対してのみ実施する。この場合、ＡＤ変換及び水平転送の双方を実施しない場合と比
較して消費電力の削減効果は下がるが、ＡＤ変換及び水平転送の双方を実施する場合と比
較して消費電力を削減することができる。
【０１５９】
　また、本実施形態では、６行分の画像生成データを総てデータ処理部１０７から出力す
る場合を想定しているが、焦点検出データと同様、必ずしも総ての画像生成データをデー
タ処理部１０７から出力する必要はない。この場合、データ処理部１０７から出力しない
画像生成データに対するＡＤ変換や水平転送を停止し、消費電力を削減してもよい。
【０１６０】
　［第４実施形態］
　本発明の第４実施形態による撮像システムについて、図１４を用いて説明する。図１４
は、本実施形態による撮像システムの概略構成を示すブロック図である。
【０１６１】
　上記第１乃至第３実施形態で述べた撮像装置１は、種々の撮像システムに適用可能であ
る。適用可能な撮像システムの例としては、デジタルスチルカメラ、デジタルカムコーダ
、監視カメラ、複写機、ファックス、携帯電話、車載カメラ、観測衛星などが挙げられる
。また、レンズなどの光学系と撮像装置とを備えるカメラモジュールも、撮像システムに
含まれる。図１４には、これらのうちの一例として、デジタルスチルカメラのブロック図
を例示している。
【０１６２】
　図１４に例示した撮像システム７００は、撮像装置７０１、被写体の光学像を撮像装置
７０１に結像させるレンズ７０２、レンズ７０２を通過する光量を可変にするための絞り
７０４、レンズ７０２の保護のためのバリア７０６を有する。レンズ７０２及び絞り７０
４は、撮像装置７０１に光を集光する光学系である。撮像装置７０１は、第１乃至第３実
施形態のいずれかで説明した撮像装置１であって、レンズ７０２により結像された光学像
を画像データに変換する。
【０１６３】
　撮像システム７００は、また、撮像装置７０１より出力される出力信号の処理を行う信
号処理部７０８を有する。信号処理部７０８は、撮像装置７０１が出力するデジタル信号
から画像データの生成を行う。また、信号処理部７０８は必要に応じて各種の補正、圧縮
を行って画像データを出力する動作を行う。撮像装置７０１は、信号処理部７０８で処理
されるデジタル信号を生成するＡＤ変換部を備えうる。ＡＤ変換部は、撮像装置７０１の
光電変換部が形成された半導体層（半導体基板）に形成されていてもよいし、撮像装置７
０１の光電変換部が形成された半導体層とは別の半導体基板に形成されていてもよい。ま
た、信号処理部７０８が撮像装置７０１と同一の半導体基板に形成されていてもよい。
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【０１６４】
　撮像システム７００は、更に、画像データを一時的に記憶するためのメモリ部７１０、
外部コンピュータ等と通信するための外部インターフェース部（外部Ｉ／Ｆ部）７１２を
有する。更に撮像システム７００は、撮像データの記録又は読み出しを行うための半導体
メモリ等の記録媒体７１４、記録媒体７１４に記録又は読み出しを行うための記録媒体制
御インターフェース部（記録媒体制御Ｉ／Ｆ部）７１６を有する。なお、記録媒体７１４
は、撮像システム７００に内蔵されていてもよく、着脱可能であってもよい。
【０１６５】
　更に撮像システム７００は、各種演算とデジタルスチルカメラ全体を制御する全体制御
・演算部７１８、撮像装置７０１と信号処理部７０８に各種タイミング信号を出力するタ
イミング発生部７２０を有する。ここで、タイミング信号などは外部から入力されてもよ
く、撮像システム７００は少なくとも撮像装置７０１と、撮像装置７０１から出力された
出力信号を処理する信号処理部７０８とを有すればよい。
【０１６６】
　撮像装置７０１は、撮像信号を信号処理部７０８に出力する。信号処理部７０８は、撮
像装置７０１から出力される撮像信号に対して所定の信号処理を実施し、画像データを出
力する。信号処理部７０８は、撮像信号を用いて、画像を生成する。
【０１６７】
　このように、本実施形態によれば、第１乃至第３実施形態による撮像装置１を適用した
撮像システムを実現することができる。
【０１６８】
　［第５実施形態］
　本発明の第５実施形態による撮像システム及び移動体について、図１５を用いて説明す
る。図１５は、本実施形態による撮像システム及び移動体の構成を示す図である。
【０１６９】
　図１５（ａ）は、車載カメラに関する撮像システムの一例を示したものである。撮像シ
ステム８００は、撮像装置８１０を有する。撮像装置８１０は、上記第１乃至第３実施形
態のいずれかに記載の撮像装置１である。撮像システム８００は、撮像装置８１０により
取得された複数の画像データに対し、画像処理を行う画像処理部８１２と、撮像システム
８００により取得された複数の画像データから視差（視差画像の位相差）の算出を行う視
差取得部８１４を有する。また、撮像システム８００は、算出された視差に基づいて対象
物までの距離を算出する距離取得部８１６と、算出された距離に基づいて衝突可能性があ
るか否かを判定する衝突判定部８１８と、を有する。ここで、視差取得部８１４や距離取
得部８１６は、対象物までの距離情報を取得する距離情報取得手段の一例である。すなわ
ち、距離情報とは、視差、デフォーカス量、対象物までの距離等に関する情報である。衝
突判定部８１８はこれらの距離情報のいずれかを用いて、衝突可能性を判定してもよい。
距離情報取得手段は、専用に設計されたハードウェアによって実現されてもよいし、ソフ
トウェアモジュールによって実現されてもよい。また、ＦＰＧＡ（Field Programmable G
ate Array）やＡＳＩＣ（Application Specific Integrated circuit）等によって実現さ
れてもよいし、これらの組合せによって実現されてもよい。
【０１７０】
　撮像システム８００は車両情報取得装置８２０と接続されており、車速、ヨーレート、
舵角などの車両情報を取得することができる。また、撮像システム８００は、衝突判定部
８１８での判定結果に基づいて、車両に対して制動力を発生させる制御信号を出力する制
御装置である制御ＥＣＵ８３０が接続されている。また、撮像システム８００は、衝突判
定部８１８での判定結果に基づいて、ドライバーへ警報を発する警報装置８４０とも接続
されている。例えば、衝突判定部８１８の判定結果として衝突可能性が高い場合、制御Ｅ
ＣＵ８３０はブレーキをかける、アクセルを戻す、エンジン出力を抑制するなどして衝突
を回避、被害を軽減する車両制御を行う。警報装置８４０は音等の警報を鳴らす、カーナ
ビゲーションシステムなどの画面に警報情報を表示する、シートベルトやステアリングに
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【０１７１】
　本実施形態では、車両の周囲、例えば前方又は後方を撮像システム８００で撮像する。
図１５（ｂ）に、車両前方（撮像範囲８５０）を撮像する場合の撮像システムを示した。
車両情報取得装置８２０が、撮像システム８００ないしは撮像装置８１０に指示を送る。
このような構成により、測距の精度をより向上させることができる。
【０１７２】
　上記では、他の車両と衝突しないように制御する例を説明したが、他の車両に追従して
自動運転する制御や、車線からはみ出さないように自動運転する制御などにも適用可能で
ある。更に、撮像システムは、自車両等の車両に限らず、例えば、船舶、航空機あるいは
産業用ロボットなどの移動体（移動装置）に適用することができる。加えて、移動体に限
らず、高度道路交通システム（ＩＴＳ）等、広く物体認識を利用する機器に適用すること
ができる。
【０１７３】
　［変形実施形態］
　本発明は、上記実施形態に限らず種々の変形が可能である。
　例えば、いずれかの実施形態の一部の構成を他の実施形態に追加した例や、他の実施形
態の一部の構成と置換した例も、本発明の実施形態である。
【０１７４】
　また、上記実施形態に示した画素Ｐの回路構成は一例であり、これに限定されるもので
はない。画素Ｐは、対をなす瞳領域を通過した光を受光する光電変換部の組を少なくとも
１対有する瞳分割画素であればよく、少なくとも２つの光電変換部を有していればよい。
また、画素内読み出し回路の構成も図３に示す構成に限定されるものではなく、適宜変更
が可能である。
【０１７５】
　また、上記実施形態では、画素部１０４の各列に６本の出力線を配し、６行分の画素信
号を同時に出力する構成としたが、同時に画素信号を出力する行数は６行に限定されるも
のではない。また、データを間引く行数やデータを加算する行数も上記実施形態に限定さ
れるものではなく、同時に画素信号を出力する行数等に応じて適宜変更が可能である。
【０１７６】
　また、上記第４及び第５実施形態に示した撮像システムは、本発明の光電変換装置を適
用しうる撮像システム例を示したものであり、本発明の光電変換装置を適用可能な撮像シ
ステムは図１４及び図１５に示した構成に限定されるものではない。
【０１７７】
　なお、上記実施形態は、いずれも本発明を実施するにあたっての具体化の例を示したも
のに過ぎず、これらによって本発明の技術的範囲が限定的に解釈されてはならないもので
ある。すなわち、本発明はその技術思想、又はその主要な特徴から逸脱することなく、様
々な形で実施することができる。
【符号の説明】
【０１７８】
１…撮像装置
１０２…制御部
１０４…画素部
１０５…ＡＤ変換部
１０７…データ処理部
６０１…画像生成データ用記憶部
６０２…焦点検出データ用記憶部
６０３，６０４…読み出しデータ選択部
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